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大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
の
彫
刻
の
特
色
と
し
て
、
建
築
や
工
芸

と
い
っ
た
諸
芸
術
と
密
接
な
関
係
を
も
つ
綜
合
的
な
活
動
が
展
開
さ

れ
た
こ
と
が
し
ば
し
ば
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
典
剃
的
な
例
が

i

九
二

六
（
大
正
一
五
）
年
に
結
成
さ
れ
、

一
九
四
四
（
昭
和
一
九
）
年
ま

は
じ
め
に

お
わ
り
に

は
じ
め
に

i

、
平
和
記
念
東
京
博
苑
会
の
彫
刻

ニ
、
平
和
記
念
東
京
拇
党
会
と
「
構
辿
社
」

三
、
そ
の
後
の
展
開

ー
「
構
造
社
」
結
成
ま
で

で
活
動
を
続
け
た
彫
刻
団
体
「
構
造
社
」
で
あ
る
。
檄
藤
素
巌
（
一

八
八
九
ー

一
九
七
四
）
と
日
名
子
実

i

i

i

（一

八
九
三
ー

i

九
四
五
）

を
中
心
に
し
て
発
足
し
た
「
構
造
社
」
は
、
都
市
環
境
の
変
化
や
美

術
の
大
衆
化
に
伴
う
禍
業
美
術
の
繁
栄
な
ど
を
背
僚
と
し
て
、
「
彫

刻
の
実
際
化
」
を
団
体
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
掲
げ
、
建
築
装
飾
や

モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
、
公
園
及
び
庭
園
の
装
飾
、
尚
業
美
術
、
工
芸
な
ど

を
制
作
、
発
表
し
、
そ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
は
注
目
を
楳
め
た
。
当

峙
、
彫
刻
を
展
党
す
る
団
体
と
し
て
主
な
も
の
に
、
官
展
で
あ
る
希

展
を
は
じ
め
院
展
、
二
科
展
な
と
が
あ
っ
た
が
、
い
ず
れ
も
彫
刻
を

社
会
に
実
用
化
す
る
よ
う
な
試
み
は
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の

た
め
、
「
構
造
社
」
展
は

「
彫
刻
界
稀
有
の
展
観
」
(
I
)
と
評
さ
れ

た
。
な
か
で
も
「
建
築
と
の
破
合
」
を
図
る
目
的
で
制
作
さ
れ
た

ー

平
和
記
念
東
京
博
覧
会
か
ら
結
成
ま
で
1

「構
造
社
」

研
究

齊

i

築
;
U
n
 

祐

子
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「
綜
合
試
作
」
は
反
郷
音
を
呼
ん
だ
試
み
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
あ
る

テ
ー
マ
に
沿
っ
て
計
画
さ
れ
た
複
数
の
会
員
に
よ
る
合
作
で
あ
り
、

初
期
の
「
構
造
社
」
の
活
動
に
お
け
る
最
大
の
特
色
で
あ
っ
た
と

い
っ
て
よ
い
。

と
言
及

こ
の
よ
う
な
「
構
造
社
」
の
試
み
は
、
諸
芸
術
の
区
分
け
が
美
術

制
度
上
で
明
確
化
さ
れ
て
行
く
中
で
生
じ
た
「
総
合
芸
術
観
」
を
視

野
に
入
れ
た
実
践
で
あ
ツ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
こ
に
は
建
築
と

の
関
係
性
と
い
う
彫

tilの
本
質
に
も
関
わ
る
問
題
が
意
識
さ
れ
て
お

り
、
更
に
は
空
間
へ
と
意
識
を
広
げ
て
い
く
次
世
代
の
彫
刻
観
に
繋

が
る
可
能
性
を
も
争
ま

れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

「
構
造
社
」
の
重
亜
盆
江
に
関
し
て
は
、
既
に
、
彼
ら
の
活
動
の
最

盛
期
と
考
え
ら
れ
る
一
九
三

0
(昭
和
五
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
世

界
美
術
全
集
』
の
中
で
、
昭
和
の
彫
刻
界
に
お
い
て
特
箪
す
べ
き
団

体
の

一
っ
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
よ
う
に
、
早
く
か
ら
言
及
は
さ

れ
て
き
た
(
2
)
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
れ
ま
で
、
日
本
近
代
彫
刻
史

上
に
明
確
に
位
置
付
け
よ
う
と
す
る
研
究
は
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
通

史
の
中
で
断
片
的
に
帥
宕
T

ら
れ
る
の
み
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
三
木

多
聞
氏
は
高
叩
和
の
す
応
船
逼
産
』
の
中
で
「
大
正
十
五
年
に
彫
刻
と

建
築
と
の
関
係
を
重
視
し
て
組
織
さ
れ
た
斎
藤
素
巌
、
日
名
子
実
三

ら
の
構
造
杜
な
ど

に

新
し
い
動
き
が
見
ら
れ
始
め
た
」

し
(3
)
、
毛
利
伊
知
郎
氏
も

『昭
和
の
美
術
』
に
お
い
て
「
建
築
と

彫
刻
と
の
総
合
を
唱
え
る
と
い
う
、
当
時
と
し
て
は
ユ
ニ
ー
ク
な
造

形
活
動
を
展
開
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
(
4

)
0

そ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
、
い
ち
早
く
「
構
造
社
」
の
活
動

に
着
目
し
、
日
本
近
代
彫
刻
の
展
開
に
お
け
る
重
要
性
を
論
じ
た
伊

豆
井
秀
一
氏
の
「
陽
咸
二
と
『
構
造
社
』
」
は
、
研
究
の
基
礎
固
め

を
し
た
点
で
極
め
て
貴
重
な
論
考
で
あ
る
（う
）。

伊
豆
井
氏
は
、
「
構

造
社
」
に
会
員
と
し
て
参
加
し
た
賜
咸
二
(
-
八
九
八
ー

一
九
三

五
）
を
中
心
に
、

一
九
三
五

（昭
和

一
0
)
年
ま
で
の
活
動
を
詐
細

に
検
証
し
て
お
り
、
稿
者
も

「構
造
社
」
研
究
に
あ
た
っ
て
は
多
く

の
示
唆
を
得
た
。

本
稿
で
は
、
前
述
の
先
行
研
究
に
拠
り
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
等
閑

視
さ
れ
て
き
た
「
構
造
社
」
の
活
動
の
全
貌
を
明
ら
か
に
し
、
日
本

近
代
彫
刻
史
上
に
位
置
付
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
構
造
社
」
研

究
の
足
が
か
り
と
し
て
、
先
ず
、
後
に
「
構
造
社
」
を
主
宰
す
る
こ

と
に
な
る
齋
藤
素
巌
を
中
心
に
、
同
会
結
成
以
前
の
活
動
に
つ
い
て

検
討
す
る
。
と
り
わ
け
、
「
構
造
社
」
が
「
建
築
と
彫
刻
と
の
融

合
」
を
目
指
す
よ
う
に
な
っ
た
動
機
を
考
察
す
る
た
め
、
同
会
の
中

堅
と
な
る
大
半
の
作
家
が
参
加
し
た
一
九
二

二

（
大
正
一
―
)
年
の

平
和
記
念
東
京
拇
覧
会
（
以
下
、
平
和
陣
と
略
述
）
を
中
心
的
に
取
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り
上
げ
た
い
。

そ
の
理
由
の

i

つ
は
、
平
和
博
が
「
構
造
社
」
結
成
の
重
要
な
契

機
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
、
齋
藤
素
巌
の
文
ヰ
早
が
残
さ

れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
素
巌
は

一
九
二
二
（
大
正

一
i

)

年
の

『
読
売
新
聞
』
紙
上
で
「
ま
だ
工
房
か
ら
開
放
さ
れ
て
い
な
い
彫
刻

家
た
ち
に
対
し
て
、
関
院
会
が
新
し
い
練
習
諜
題
を
呈
似
し
て
居
る

と
云
ふ
事
が
考
へ
ら
れ
る
。
造
形
芸
術
の
最
大
の
特
性
ー
つ
ま
り

そ
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
的
、
綜
合
的
方
面
に
ー
つ
い
て
今
ま
で
ひ
ど

く
冷
淡
に
過
ぎ
て
来
た
彫
刻
家
た
ち
が
、
平
和
拇
の
装
飾
彫
刻
な
ど

に
よ
っ
て
多
少
考
察
の
機
会
を
得
た
と
す
れ
ば
、

一
問
的
の
栂
覧
会

芸
術
た
と
て
も
必
す
し
も
貶
す
べ
き
て
は
な
い
」
と
、
平
和
陣
の
彫

刻
家
に
と
っ
て
の
意
義
を
積
極
的
に
計
価
し
た
(
6
)
。
更
に
は
「
こ

れ
か
ら
も
機
会
さ
え
多
け
れ
ば
、
此
の
方
面
に
我
々
の
世
界
を
開
拓

し
て
行
く
事
も
出
来
そ
う
だ
」
と
、
そ
の
後
の
活
動
の
方
向
性
を
示

唆
す
る
よ
う
な
発
言
を
行
っ
て
い
た
(
7
)
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で

は
平
和
槽
を
重
要
視
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
出
発
点
と
し
て
、
以

降
、
結
成
ま
で
の
同
会
会
員
の
足
取
り
を
追

っ
て
行
く
こ
と
に
し
た
。

い
ま
―
つ
、
平
和
栂
に
関
し
て
は
、
分
離
派
建
築
会
(
-
九
二

0

年
結
成
）
の
設
計
に
よ
る
建
築
が
実
現
し
た
最
初
の
機
会
と
し
て
こ

れ
ま
で
幾
度
と
な
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
は
専
ら
建
築

史
に
限
ら
れ
て
お
り
、
彫
刻
史
で
は
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
観
が
あ

る
(8
)
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
時
の
博
脆
会
が
新
し
い
傾
向
の
建
築

を
世
に
問
う
実
験
的
な
機
会
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
と
い
う

こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
博
党
会
は
都
市
空
間
に
お
い
て
と
こ
よ
り
も

先
す
最
初
に
、
新
し
い
傾
向
の
建
築
と
彫
刻
家
か
出
会
う
場
で
あ
っ

た
、
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
当
貼
建

築
に
接
近
す
る
こ
と
で
彫
刻
の
新
た
な
可
能
性
を
探
究
し
た
‘
具
休

的
な
竹
例
が
示
さ
れ
て
い
る
陣
菟
会
の
重
要
甘
は
看
過
で
き
な
い
の

で
あ
る
。

既
に
、
東
京
附
主
催
で
開
催
さ
れ
た

一
九

i

四
（
大
正

i

-

i

)

年
の

東
京
大
正
博
覧
会
（
以
下
、
大
正
博
と
略
述
）
に
お
い
て
、
会
場
の

建
築
と
そ
の
装
飾
と
な
る
彫
刻
の
融
合
が
博
覧
会
に
お
け
る
重
要
な

テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
た
。
『
東
京
大
正
閲
覧
会
事
務
報
告
』
に
は

「
本
会
ノ
建
築
二
於
テ
特
二
装
飾
上
留
意
シ
タ
ル
点
ハ
建
築
卜
姉
妹

芸
術
タ
ル
絵
画
彫
刻
其
他
ノ
応
用
美
術
ト
ノ
調
和
ヲ
現
出
セ
シ
メ
タ

ル
ニ
ア
リ
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る

（り
）。

こ
の
大
正
博
に
続
く
平
和

博
て
は
当
時
祈
進
気
鋭
の
建
築
家
の
猿
ま
り
で
あ
っ
た
分
離
派
建
坑

会
会
員
が
起
用
さ
れ
、
そ
の
会
場
構
成
は
、
表
現
派
風
の
外
観
を
も

つ
建
築
と
彫
刻
か
聡
合
的
に
計
画
さ
れ
る
と
い
う
画
期
的
な
も
の
で

あ
っ
た
。
そ
の
意
に
お
い
て
、
平
和
拇
は
彫
刻
史
の
立
場
か
ら
見
て
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上
野
公
園
一
帯
を
会
場
と
し
て
、
東
京
府
主
催
に
よ
る
平
和
記
念

東
京
博
菟
会
が
癖
を
開
け
た
の
は
一
九
二
二
（
大
正

一―

)
年
三
月

1
0
日
の
こ
と
で
あ
る
。
（
七
月
三
一
日
閉
蒋
）
。
開
備
の
第

一
の
目

的
は
第
一
次
世
界
大
戦
の
終
結
後
の
世
界
平
和
を
記
念
す
る
こ
と
で

あ
っ
た
が
、
そ
の
主
旨
に
は
「
平
和
の
克
服
の
記
念
」
に
引
き
続

一
、
平
和
記
念
東
京
博
覧
会
の
彫
刻

も
、
建
築
を
含
め
た
周
囲
の
環
境
と
彫
刻
と
が
ど
の
よ
う
に
関
連
付

け
ら
れ
た
の
か
を
検
証
す
る
に
値
す
る
貴
重
な
事
例
で
あ
る
と
い
え

る。
以
上
の
理
由
か
ら
、
本
稿
で
は
平
和
陣
の
彫
刻
を
中
心
的
に
取
り

上
げ
る
。
第
一
章
で
は
、
平
和
婢
の
会
場
建
築
の
装
飾
を
通
し
て
、

当
時
の
彫
刻
家
が
実
際
の
建
築
物
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

だ
か
を
考
察
す
る
。
第
二
章
で
は
、
平
和
博
と
「
構
造
社
」
の
関
連

性
を
具
体
例
を
挙
げ
て
検
討
す
る
。
第
三
章
で
は
、
平
和
博
以
後
の

「
構
造
社
」
会
員
の
足
取
り
を
、
と
り
わ
け
、
同
会
を
結
成
す
る
齋

藤
素
巌
と
日
名
子
実
三
の
活
動
に
つ
い
て
辿
っ
て
み
た
い
。
最
後

に
、
以
上
の
考
察
を
蹄
ま
え
て
、
「
構
造
社
」
結
成
の
意
味
に
つ
い

て
検
討
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
研
究
課
題
に
つ
い
て
展
望
す
る
。

き
、
従
来
の
殖
産
典
業
だ
け
で
な
く
「
涌
外
貿
易
の
発
展
」
、

文
化
の
進
展
」
が
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
(10)
。
そ
れ
は
、
日
本
を

含
め
た
、
当
時
の
世
界
情
勢
の
変
化
を
背
景
と
し
て
打
ち
出
さ
れ
た

方
向
性
で
あ
っ
た
。

「
国
民

一
九
ニ
―
（
大
正
一

0
)
年
に
開
僅
さ
れ
た
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
で

は
東
ア
ジ
ア
の
国
際
秩
序
や
列
強
の
軍
備
稲
小
に
関
す
る
条
約
が
締

結
さ
れ
、
以
後
、
日
本
政
府
は
国
際
協
調
、
経
済
外
交
を
重
視
し
、

質
易
振
興
に
力
を
注
ぐ
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
第
一
次
大
戦

中
の
好
況
は
国
内
の
資
本
主
義
を
進
展
さ
せ
、
地
方
か
ら
の
労
働
力

を
吸
収
し
た
東
京
で
は
人
口
の
集
中
が
促
進
さ
れ
た
。
都
市
化
が
進

み
、
都
市
生
活
者
を
中
心
に
大
衆
文
化
が
華
開
く
の
も
こ
の
時
期
で

あ
る
。
第
一
次
大
戦
を
境
に
、
東
京
は
そ
れ
ま
で
に
な
い
発
展
を
遂

げ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
の
よ
う
な
社
会
状
況
を
踏
ま
え
て
、
平
和

陣
は
前
回
の
大
正
博
よ
り
更
に
規
模
を
拡
大
し
て
開
催
さ
れ
た
。

例
え
ば
、
出
品
分
類
に
つ
い
て
は
、
前
回
の
大
正
博
に
比
べ
、
社

会
事
業
、
航
空
及
び
運
輸
を
加
え
一
四
部
一
八
〇
類
か
ら
一
七
部
二

0
五
類
へ
と
増
加
し
た
。
様
々
な
娯
楽
施
設
、
見
世
物
が
登
場
し
た

他
、
新
し
い
都
市
生
活
の
提
案
と
し
て
、
実
物
の
住
宅
を
展
示
す
る

文
化
村
が
設
け
ら
れ
た
の
も
特
色
で
あ
る
。
ま
た
、
国
内
は
も
と
よ

り
洵
外
及
び
植
民
地
に
宣
伝
用
ポ
ス
タ
ー
を
配
布
す
る
な
ど
観
党
者
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会
場
に
は

を
誘
引
す
る
た
め
の

P
R
に
も
力
が
注
が
れ
た
。
結
果
、

お
よ
そ
一

‘
i
O
O万
人
が
訪
れ
た
。

悼
党
会
会
場
は
上
野
竹
之
台
の
高
地
を
第
一
会
場
と
し
、
不
忍
池

付
近
の
低
地
を
第
二
会
場
と
定
め
、
建
築
家
の
伊
藤
忠
太
が
顧
問
と

し
て
会
場
構
成
を
担
当
し
た
。
主
会
楊
に
あ
た
る
第
一
会
場
に
は
、

正
門
か
ら
、
拇
苑
会
の
事
務
局
や
東
京
自
治
会
館
、
美
術
館
、
奏
楽

甜
、
建
築
館
、
平
和
館
、
化
学
工
業
館
、
染
織
館
、
染
椛
館
別
館
、

製
作
工
業
館
、
文
化
村
な
ど
が
設
け
ら
れ
た
。
平
和
搭
か
ら
は
じ
ま

る
第
二
会
場
は
、
不
忍
池
に
か
か
る
観
月
棉
の
正
面
に
位
槌
す
る
池

塔
を
中
心
に
、
向
か
っ
て
左
手
に
交
通
館
、
航
空
館
、
鉱
砕
籠
、
林

業
館
が
、
右
手
に
動
力
館
、
機
械
館
、
電
気
館
、
外
国
館
、
奏
楽
裳

な
と
が
配
さ
れ
た
。
ま
た
、
平
和
塔
右
手
付
近
に
は
、
北
海
道
館
や

樺
太
館
を
は
じ
め
と
す
る
特
設
館
が
設
営
さ
れ
、
そ
の
他
、
会
場
の

各
所
に
民
間
企
業
や
団
体
の
私
設
陳
列
館
が
設
け
ら
れ
た
（
図

1
)
。

特
設
館
や
私
設
陳
列
飴
以
外
の
府
営
の
建
築
に
関
し
て
は
、
工
事

総
括
監
督
に
任
ぜ
ら
れ
た
鵜
飼
長
三
郎
を
舘
頭
に
、
小
倉
強
を
主
任

と
し
て
、
浜
岡
（
蔵

EEi)
周
忠
や
瀧
澤
衷
弓
、
堀
口
捨
己
ら
分
離
派

建
築
会
会
員
の
他
、
十
数
名
の
東
京
府
工
営
課
の
技
術
員
が
設
計
に

あ
た
っ
た
と
い
う
(
1
1
)
0

会
場
内
に
配
置
さ
れ
る
建
築
に
関
し
て
は
、
早
く
か
ら
当
局
に
お

い
て
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
と
り
わ
け
、
各
館
に
ど
の
よ
う

な
建
槃
様
式
を
採
用
す
る
か
が
謡
論
を
呼
ん
だ
(12)
。
顧
問
に
任
ぜ

ら
れ
た
伊
藤
忠
太
は
、
当
初
か
ら
、
今
回
の
栂
党
会
で
は
旧
米
の
実

例
を
模
倣
あ
る
い
は
改
飢
し
た
も
の
で
は
な
く
、
全
く
新
し
い
独
創

的
な
も
の
に
し
た
い
と
い
う
考
え
を
持
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
採
用
さ

れ
た
の
が
、
ま
だ
若
手
の
建
築
家
秘
団
で
あ
っ
た
分
離
派
建
築
会
の

会
員
た
ち
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
、
博
菟
会
と
い
え
ば
建
築
界
で
も

餓
鎖
と
い
わ
れ
る
建
築
家
が
設
計
を
担
当
す
る
の
が
樅
例
で
あ
っ
た

た
め
、
こ
う
し
た
若
手
の
起
用
と
い
う
の
は
極
め
て
異
例
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
新
進
建
築
家
の
起
用
に
関
し
て
、
伊
藤
忠
太
は
国
栞
＇
我

建
槃
界
に
は
多
数
の
新
進
気
鋭
の
建
築
家
が
あ
っ
て
、
新
し
い
理
想

の
下
に
新
し
い
製
作
を
試
む
べ
き
槻
会
を
侯
つ
て
居
ら
る
、
の
で
あ

る
か
ら
、
自
分
は
是
等
の
新
建
築
家
を
迎
へ
て
其
の
手
腕
を
充
分
に

抑
ふ
べ
き
機
会
を
利
用
し
た
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
(
1
3
)
0

そ
こ
で
彼
ら
が
手
が
け
た
栂
覧
会
建
染
は
、
憔
紀
末
に
起
き
た
セ

セ
ッ
シ
ョ
ン
迎
動
の
刺
激
を
受
け
な
が
ら
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の

ド
イ
ツ
や
オ
ラ
ン
ダ
で
勃
興
し
た
、
放
物
線
を
基
本
と
し
た
表
現
派

の
建
英
に
極
め
て
近
い
作
風
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
ド

イ
ツ
の
ダ
ル
ム
シ

ュ
タ
ッ

ト
に
建
て
ら
れ
た
J
.
M
・
オ
ル
プ
リ
ッ

ヒ
の
成
婚
記
念
塔
と
の
頷
似
性
が
つ
と
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
堀
口
捨
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己
の
池
塔
（
図

2
)
は
、
そ
の
典
型
的
な
例
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が

で
き
る
(
M
)
。
他
に
も
代
表
的
な
作
例
を
挙
げ
る
と
す
れ
ば
、
同
じ

＜
堀
口
捨
己
の
作
品
と
し
て
、
木
骨
ア
ー
チ
を
用
い
て
館
内
に
無
柱

の
空
間
を
生
み
出
し
た
機
械
館
、
動
力
館
（
図

3
)
が
あ
る
。
こ
の

作
品
は
幾
何
学
的
な
形
を
採
用
し
た
ド
イ
ツ
表
現
派
風
の
外
観
と
合

わ
せ
て
高
い
評
価
を
得
た
(15)
。
ま
た
、
瀧
澤
真
弓
の
第
一
会
場
奏

楽
棠
（
図

4
)

や
浜
岡
（
蔵
田
）
周
忠
の
七
階
建
て
か
ら
な
る
平
和

塔
（
図

5
)
な
ど
も
話
題
と
な
っ
た
作
品
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
い

ず
れ
も
当
時
の
建
築
界
に
生
じ
て
い
た
新
傾
向
の
建
築
様
式
を
積
極

的
に
採
用
す
る
と
い
う
方
針
に
沿
っ
て
計
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ

こ。t
 ま

た
、

『
東
京
府
史
行
政
篇
』
で
「
そ
の
建
築
様
式
は
全
く
従

来
の
博
覧
会
型
を
脱
し
て
（
中
略
）
、
綜
合
の
美
を
表
現
し
た
最
も

清
新
な
る
も
の
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
今
回
の
憚
覧
会
で

は
、
個
々
の
作
品
の
完
成
度
と
合
わ
せ
て
、
会
場
全
体
の
統
一
感
を

図
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
た
の
も
特
徴
で
あ
る
(16
)
。
そ
れ
は
、
各
館

の
建
築
様
式
の
選
定
に
つ
い
て
伊
藤
忠
太
が
「
三
角
、
四
角
、
円
形

と
云
ふ
や
う
に
建
築
物
の
形
式
を
単
純
と
し
そ
の
色
調
も
赤
、
桃

紅
、
樺
、
鼠
と
何
れ
も
淡
い
一
色
で
彩
っ
た
も
の
が
今
回
の
建
築
物

の
特
徴
で
あ
る
、
其
の
結
果
は
角
や
円
の
建
築
形
式
が
相
合
し
て
、

そ
こ
に
快
感
を
催
す
と
共
に
建
築
芙
を
感
ず
る
や
う
に
し
た
」
と
、

従
来
の
よ
う
に
個
々
の
建
築
を
別
々
に
設
計
せ
ず
、
各
館
の
建
築
様

式
が
お
互
い
に
調
和
し
て
、
大
き
な
集
合
建
築
を
形
成
す
る
よ
う
な

方
針
を
提
案
し
て
い
た
こ
と
か
ら
も
窺
わ
れ
る
(
]
)
0

こ
の
よ
う
な
建
築
様
式
の
選
定
方
針
は
、
各
館
の
外
観
だ
け
で
な

く
、
室
内
装
飾
に
も
適
用
さ
れ
た
。
『
平
和
記
念
東
京
栂
覧
会
事
務

報
告
』
の
中
に
は
「
装
飾
ノ
形
式
ハ
多
ク
戦
後
独
逸
二
勃
興
シ
タ
ル

表
現
派
又
ハ
表
現
派
ヲ
加
味
シ
タ
ル
モ
ノ
ヲ
採
リ
タ
ル
ヲ
以
ツ
テ
従

来
ノ
モ
ノ
ニ
比
シ
華
脆
ノ
観
ヲ
示
セ
リ
」
と
あ
る
(
1
8
)
0

そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
従
来
と
は
異
な
る
斬
新
な
博
塊
会
建
築

に
対
し
て
、
装
飾
を
担
当
し
た
彫
刻
家
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
だ

の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
、
次
の
よ
う
な
順
序
で
考
察
を
加
え
る
こ
と

に
す
る
。
先
ず
は
じ
め
に
、
『
平
和
記
念
東
京
樽
菟
会
事
務
報
告
』

に
従
い
、
同
博
菟
会
の
建
築
装
飾
担
当
者
と
し
て
記
載
の
あ
る
彫
刻

家
が
制
作
し
た
、
府
営
の
陳
列
館
の
建
築
装
飾
及
び
会
場
内
に
設
置

さ
れ
た
噴
水
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
次
い
で
、
そ
の
他
の
彫
刻
家
が

制
作
し
た
府
営
の
陳
列
館
の
建
築
装
飾
や
特
設
館
、
私
設
陳
列
館
、

会
場
内
の
庭
園
装
飾
に
つ
い
て
も
簡
単
に
紹
介
し
た
い
。

平
和
栂
の
建
築
装
飾
を
制
作
す
る
に
あ
た
っ
て
、
全
体
を
取
り
仕

切
っ
た
の
は
新
而
竹
太
郎
(
-
八
六
八
ー
一
九
二
七
）
で
あ
る
。
新
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噴
水

第
二
会
場

平
和
館

哨
水

四
点

〈
福
神
像
（
恵
比
寿
）
〉

〈
福
神
像
（
大
里
~
）
〉

〈
女
神
像
〉

二
点

〈
母
神
像
〉

〈
天
使
像
〉

〈菫

子

群

像

〉

国

方

林

三

〈

水

禽

〉

堀

進

二

こ
れ
ら
は
全
て
、
構
造
は
木
骨
漆
喰
什
上
げ
、
表
面
に
は
石
褐
か

塗
布
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
建
築
装
飾
及
び
噴
水
の
装
飾
を
制
竹
す

る
に
あ
た
っ
て
は
、
何
よ
り
も
先
ず
、
設
置
さ
れ
る
建
築
や
周
囲
の

環
境
と
の
調
和
が
重
視
さ
れ
た
。
し
か
し
な
か
ら
、
今
回
の
博
覧
会

建
築
は
車
ら
表
現
派
風
の
外
観
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
装
飾

十占り
一

，

洩

川

伯

教

国

方

林

堀

// ケ

進

彼
ら

洵
は
前
回
の
大
正
博
で
も
顧
問
と
し
て
建
築
装
飾
に
携
わ
っ
て
い

た
。
こ
の
他、

『
平
和
記
念
東
京
博
覧
会
事
務
報
告
』
に
は
、
当
時

新
進
の
彫
刻
家
で
あ
っ
た
堀
進
二

(

i

八
八

0
|
＿
九
七
八
）
、
国

方
林
三
(
-
八
八
三
ー

一
九
六
七
）
、
浅
川
伯
教
(
-
八
八
四
ー

一

九
六
四
）
の
三
名
が
担
当
者
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
(
1
9
)
0

に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
作
品
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

第
一
会
場

じ
り
l!
Hー

先
ず
、

を
施
す
に
あ
た
っ
て
は
相
当
に
苦
心
し
た
様
子
か
窺
え
る
。

第
一
会
場
か
ら
見
て
み
よ
う
。

従
来
の
閲
菟
会
に
お
け
る
第
一
会
場
正
門
が
と
の
よ
う
な
も
の
で

あ
っ
た
か
、
そ
の
変
遷
を
前
回
の
大
正
博
（
図

6
)
、
更
に
一
九
〇

七
（
明
冶
四

0
)
年
間
催
の
東
京
勧
業
陣
麗
会
（
図

7
)

ま
で
辿
っ

て
み
る
と
、
平
和
博
正
門
（
図

8
)

で
は
そ
の
様
相
か
一
変
し
て
い

る
こ
と
が
窺
わ
れ
て
興
味
深
い
。
エ
ン
プ
ト
の
建
築
様
式
を
採
用
し

た
と
い
う
正
門
に
は
、
向
か
っ
て
右
手
に

〈福
神
像
（
恵
比
寿
）
〉

（図

9
)
か
、
左
手
に
は
〈
福
神
像
（
大
巽
）
〉
（
図

lO)
が
、
花
壇

を
台
座
と
し
て
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
ら
は
博
梵
会
会

場
を
訪
れ
る
観
麗
者
が
最
初
に
限
に
す
る
装
飾
で
あ
る
と
い
う
ヒ
日
を

考
慮
し
て
、

一
般
に
も
馴
染
み
深
く
、
祝
祭
的
な
気
分
を
1
5

向
め
る
恵

比
寿
大
黒
が
モ
チ
ー
フ
と
し
て
選
択
さ
れ
た
。
彫
刻
は
と
も
に
、
正

門
の
建
築
様
式
に
合
わ
せ
て
直
線
的
て
、

i

見
し
た
と
こ
ろ
木
彫
を

思
わ
せ
る
よ
う
な
面
の
処
理
が
印
象
的
で
あ
る
。

iL
門
か
ら
平
和
館
ま
で
の
敷
地
に
開
け
た
広
場
一
山
市
は
第

一
会
場

に
お
け
る
建
築
装
飾
の
中
軸
た
る
観
か
あ
る
。
平
和
飴
の
正
面
に
設

置
さ
れ
た

〈女
神
像
〉
（
図

l

．
区
）
を
担
当
し
た
国
方
林
三
は
新

前
竹
太
郎
と
と
も
に
、
大
正
博
の
建
築
装
飾
に
も
携
わ
っ
た
経
験
を

持
つ
彫
刻
家
で
あ
る
。
平
和
の
象
徴
と
し
て
制
作
さ
れ
た
〈
女
神
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像
〉
は
双
方
と
も
薄
布
を
纏
っ
た
裸
婦
像
と
し
て
表
現
さ
れ
て
お

り
、
流
れ
る
よ
う
な
衣
文
や
、
華
冠
を
あ
し
ら
っ
た
と
い
う
頭
部
の

表
現
、
台
座
の
か
た
ち
に
特
徴
が
あ
り
、
装
飾
的
な
効
果
が
工
夫
さ

れ
て
い
る
。
全
体
と
し
て
オ
リ
エ
ン
タ
ル
な
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
て
い

る
こ
れ
ら
の
彫
刻
は
、
平
和
館
の
建
築
様
式
に
対
し

「
写
生
を
離
れ

た
一
種
不
可
思
議
な
も
の
で
な
け
れ
ば
調
和
が
取
れ
な
い
」
と
判
断

し
た
新
海
竹
太
郎
の
制
作
意
図
に
沿
っ
て
提
案
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ

た
(
2
0
)
0

噴
水
の
辺
に
据
え
ら
れ
た

〈母
神
像
〉

（図

13)
も

〈女
神
像
〉

と
同
様
、
国
方
林
三
の
作
品
で
あ
る
。
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
写
実
表

現
に
比
重
を
お
い
た
こ
の
作
品
は
、
構
図
に
関
し
て
も
過
去
の
実
例

を
踏
襲
し
た
か
た
ち
に
な
っ
て
お
り
、
前
述
し
た
〈
女
神
像
〉
と
は

同
一
作
家
の
作
品
な
が
ら
趣
を
異
に
し
て
い
る
。

噴
水
の
両
側
の
柱
頭
装
飾
は
浅
川
伯
教
の
手
に
よ
る
〈
天
使
像
〉

（
図
臼
）
で
あ
る
。
浅
川
伯
教
は
今
日
で
は
李
朝
陶
器
の
研
究
者
と

し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
一
九
二

0
(大
正
九
）
年
に
は
第
二
囮
帝

展
に
初
入
選
す
る
と
い
う
経
験
を
し
て
お
り
、
平
和
博
で
も
高
い
評

価
を
得
た
彫
刻
家
で
あ
っ
た
。
〈
天
使
像
〉
に
つ
い
て
、
例
え
ば
建

築
家
の
中
村
鎮
は
「
独
逸
近
代
建
築
家
が
好
ん
で
噴
水
や
池
水
の
縁

に
置
く
配
置
方
で
あ
り
、
又
其
の
小
児
像
そ
の
も
の
も
独
逸
彫
刻
家

の
手
法
ら
し
い
処
が
あ
る
」
と
指
摘
し
つ
つ
、
平
和
博
の
建
築
装
飾

の
中
で
は
最
も
成
功
し
た
作
例
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
（
り
〉
。
ま

た
、
今
回
の
博
覧
会
建
築

に
対
し
て
終
始
辛
口
の
批
評
を
寄
せ
て
い

た
野
田
俊
彦
も
「
池
の
廻
り
の
柱
も
そ
の
上
の
小
児
の
人
形
も
大
へ

ん
好
い
」
と
好
意
的
で
あ
っ
た
が
、
総
体
的
に
は
「
そ
の
柱
列
の
配

置
が
せ
、
つ
こ
ま
し
く
池
と
噴
水
が
あ
ん
ま
り
小
規
模
で
、
こ
れ
を

前
景
に
し
て
左
右
相
称
で
な
い
平
和
館
を
見
た
処
は
ど
う
し
て
も
私

人
の
庭
園
で
あ
る
」
と
苦
言
を
呈
し
て
い
る
豆
）0

次
に
、
第
二
会
場
の
主
た
る
装
飾
は
外
国
館
前
広
場
に
設
営
さ
れ

た
噴
水
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
中
央
に
は
国
方
林
三
の

〈蹴
子
群

像
〉
が
、
池
の
縁
に
沿
っ
て
堀
進
二
の
〈
水
禽
〉
が
装
飾
と
し
て
設

置
さ
れ
た
（
図

15)
。
こ
れ
ら
の
作
品
に
は
写
実
表
現
を
基
調
と
し

た
手
法
が
選
ば
れ
た
。
そ
れ
は
噴
水
の
設
営
さ
れ
た
場
所
が
古
典
的

な
建
築
様
式
を
採
用
し
た
外
国
館
を
背
景
と
す
る
位
置
に
あ
っ
た
た

め
で
あ
る
。
構
図
に
関
し
て
も
、

三
体
の
立
像
を
組
み
合
わ
せ
た

〈童
子
群
像
〉
を
中
央
に
据
え
、
池
の
周
囲
に
水
烏
を
表
し
た

〈水

禽
〉
を
配
す
る
と
い
う
よ
う
に
、
西
洋
の
各
都
市
に
あ
る
噴
水
の
装

飾
に
も
ま
ま
見
ら
れ
る
梢
図
が
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。

以
上
が
、
平
和
博
の
建
築
装
飾
担
当
者
と
し
て
嘱
託
を
受
け
た
彫

刻
家
の
作
品
で
あ
る
。
平
和
拇
で
は
、
彼
ら
以
外
に
も
府
営
の
陳
列
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館
や
私
設
陳
列
館
等
、

多
く
い
る
。

る
た
め
、

は
極
め
て
少
な
い
。

刻
は
商
標
を
立
体
化
し
た
も
の
な
と
、

稿
て
は
そ
れ
以
外
の
建
築
装
飾
で
、

拙
業
美
術
の
観
点
か
ら
捉
え

る
方
が
適
切
と
思
わ
れ
る
作
品
か
少
な
く
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
本

且
つ
図
版
て
確
詔
の
取
れ
る
作

品
の
み
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
た
。

イ
ト
ル
か
定
か
で
は
な
い
が
、

仮
題
を
採
用
す
る
。

る。

）
綴
じ
と
し
た
。

会
場
内
に
彫
刻
作
品
を
制
作
し
た
彫
刻
家
が

し
か
し
な
が
ら
、

実
作
は
も
と
よ
り
、

ま
た
、

現
段
階
で
は
今
だ
調
奇
の
過
程
に
あ

図
版
だ
け
で
も
確
認
の
取
れ
る
作
品

私
設
陳
列
館
の
装
飾
に
用
い
ら
れ
た
彫

便
宜
上
‘

仮
題
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
た
め
、

以
丁
に
検
討
す
る
作
品
は
次
の
通
り
で
あ

（
裸
錦
像
）

な
お
、

言
寺
身
群
像
）

（
天
女
）

長
谷
川
栄
竹

水

谷

鉄

也

浅

倉

文
夫

こ
れ
ら
の
作
品
は
タ

雑
誌
等
の
記
載
を
も
と
に

表
記
は

第
i

会
場

花
壇
の
彫
刻

第
二
会
場

機
械
飴
の
室
内
装
飾

住
友
館
正
面
の
装
飾

そ
れ
で
は
、
第
一
会
場
か
ら
見
て
行
こ
う
。

会
場
内
に
設
営
さ
れ
た
噴
水
や
彫
刻
は
、
し
ば
し
ば
圏
芸
会
と
の

提
携
に
よ
り
、
周
囲
に
花
培
を
伴
う
こ
と
が
多
か
っ
た
。
朝
倉
文
夫

の
裸
婦
像

一
会
場
の
奏
楽
宜
と
染
織
別
館
の
間
に
位
置
す
る
花
壇
の
中
央
に
設

置
さ
れ
た
も
の
で
、

い
え
ば
、

類
に
含
ま
れ
る
。

朝
倉
文
夫
が
主
穿
す
る
東
台
彫
塑
会

会
社
の
具
同
出
品
と
い
う
か
た
ち
か
取
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ

る
（
包
。

（
図
団
）

は
そ
の
典
型
的
な
例
で
あ
る
。

裸
姉
の
立
像
を
素
直
に
表
現
し
て
い
る
点
か
ら

博
覧
会
の
装
飾
と
し
て
は
極
め
て
オ
ー
ソ
ド
ノ
ク
ス
な
部

雑
誌
記
事
に
よ
れ
ば
、

に
家
庭
固
芸
会
と
の
舵
合
展
と
い
う
形
式
て
、

東
台
彫
塑
会
で
は
前
年
に
開
催
さ
れ
た
第
一
回
展
で
、
既

花
壇
ゃ
樹
木
を
背
景

に
彫
刻
を
展
示
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な
展
示
方
法
か
試
み
ら
れ
て
い
た
。

し
た
が
っ
て
、

取
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

第
二
会
場
て
は
、

か
設
置
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。

ー

i

九
四
四
）

こっ．）
f‘

、、

t

t
ふり

J
E
 

r-
メも

そ
の
一

引
き
執
き
平
和
博
で
も
共
同
出
品
と
い
う
か
た
ち
が

機
械
館
の
室
内
装
飾
の
一

の
男
女

一
組
の
立
像

人
で
、

れ
な
い
も
の
の
、

こ
の
作
品
に
限
っ
て
は
、

(

i

九
i

こ
の
作
品
は
第

九
紅
設
立
）

つ
と
し
て
、

と
園
芸

石
膏
像

長
谷
川
栄
作
（
一
八
九
〇

（
図
げ
）

は
附
営
の
館
内
装
飾
の
設
計
施
工
は
い
っ
さ
い
同
会
て
取
り
行
う
予

予
算
決
定
が
忍
延
し
た
た
め
、

で
あ
る
。

平
和
博
で

.fi
こ

）

よ

固

一
脊

n

ー
っ
し
て
l
i

人
及
ひ
民
間
企
業
に
依
託
し
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。

長
谷
川
栄
作

前
述
し
た
平
和
間
の
建
築
装
飾
担
当
者
に
は
含
ま

府
営
で
あ
る
機
械
館
の
室
内
装
飾
を
個
人
と
し
て
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請
け
負
う
こ
と
に
な
っ
た
。
図
版
で
は
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
作
品

だ
っ
た
の
か
詳
細
な
点
は
確
詔
で
き
な
い
が
、
齋
藤
素
巌
の
作
品
評

に
よ
れ
ば
イ
ヴ
ァ
ン
・
メ
ス
ト
ロ
ヴ
ィ
ッ
チ
風
の
表
現
が
見
ら
れ
る

力
作
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
(21)
。
ま
た
、
機
械
館
の
設
計
に
あ

た
っ
た
堀
口
捨
巳
も
「
グ
ン
グ
ン
運
転
し
て
ゐ
る
動
力
機
械
が
、
一

杯
に
陳
列
さ
れ
て
、
そ
れ
に
疲
れ
た
心
持
を
憩
ふ
処
が
是
非
必
要
で

あ
る
た
め
（
中
略
）
長
谷
川
栄
作
氏
の
男
女
立
像
が
据
ゑ
付
け
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
幸
で
し
た
」
と
、
こ
の
作
品
が
装
飾
と
し
て

採
用
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
好
意
的
で
あ
っ
た
(
2
5
)
0

最
後
に
第
二
会
場
に
設
営
さ
れ
た
住
友
館
（
図

18)
の
建
築
装
飾

に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。
平
和
博
で
は
民
間
企
業
及
び
団
体
に
よ
る

私
設
陳
列
館
が
全
体
で
三
四
棟
設
営
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
各
自

各
様
の
意
匠
で
人
目
を
引
き
、
会
場
に
光
彩
を
沿
え
る
役
割
を
果
た

し
て
い
た
。
な
か
で
も
住
友
能
は
ひ
と
き
わ
評
価
が
高
く
、
私
設
陳

列
館
の
部
門
で
名
誉
大
賞
を
与
え
ら
れ
た
。
同
館
正
而
の
装
飾
を
担

当
し
た
の
は
水
谷
鉄
也
(
-
八
七
六
ー
一
九
四
三
）
で
あ
っ
た
と
い

う
。
新
聞
記
事
で
は
「
水
谷
鉄
也
氏
の
大
作
の
天
女
が
住
友
特
設
館

の
正
面
謡
台
に
座
つ
て
い
る
。
建
築
の
お
と
な
し
い
様
式
に
似
合
は

し
く
古
風
に
お
と
な
し
く
収
ま
つ
て
い
る
」
と
あ
る
(26)
。
こ
こ
で

「
天
女
L

と
呼
ば
れ
て
い
る
作
品
は
、
お
そ
ら
く
図
版
中
央
に
見
ら

れ
る
坐
像
を
指
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
こ
れ
ま
で
博
覧
会
の
装
飾
と
し
て
制
作
さ
れ
た
様
々
な
彫

刻
に
つ
い
て
見
て
き
た
。
そ
れ
で
は
、
前
述
の
作
品
は
総
体
と
し
て

ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、
平
和
博

評
を
通
観
す
る
と
、
建
築
装
飾
を
取
り
上
げ
て
い
る
評
者
の
多
く
が

建
築
家
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
平
和
博

特
集
を
組
ん
だ
『
中
央
美
術
』
(
-
九
二
二
年
五
月
号
）
で
は
、
前

述
の
中
村
鎮
及
び
野
田
俊
彦
が
建
築
装
飾
に
関
す
る
批
許
を
行
っ
て

い
る
。
な
か
で
も
中
村
鎮
は
「
若
い
建
築
家
逹
が
近
代
独
逸
の
建
染

な
ど
に
教
へ
ら
れ
て
、
よ
い
意
味
の
建
築
と
彫
刻
と
の
結
合
を
企
て

た
事
」
を
平
和
博
の
意
義
の
一
っ
に
挙
げ
て
、
更
に
「
こ
の
事
は
今

後
建
築
家
の
た
め
に
も
又
彫
刻
家
の
た
め
に
も
良
い
教
訓
で
あ
っ

た
」
と
い
う
展
望
を
も
っ
て
、
今
回
の
試
み
を
積
極
的
に
評
価
し
て

い
る
(
2
7
)
0

評
者
の
ほ
と
ん
ど
が
建
築
家
で
構
成
さ
れ
て
い
た
の
は
、
彫
刻
が

従
来
か
ら
建
築
の
意
匠
の
問
題
と
関
連
性
を
持
っ
て
い
た
こ
と
、
ま

た
、
新
條
向
の
建
築
が
実
現
さ
れ
た
機
会
と
し
て
樽
莞
会
建
築
へ
の

注
目
が
極
め
て
高
か
っ
た
と
い
う
事
情
に
も
よ
る
が
、
当
時
の
時
代

背
景
も
一
因
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
、

資
本
主
義
の
発
展
に
伴
い
人
口
集
中
が
促
進
さ
れ
た
東
京
で
は
新
た
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な
都
市
建
設
へ
の
希
求
が
高
ま
っ
て
い
た
。
本
格
的
な
都
市
計
画
の

指
針
と
し
て
都
市
計
画
法
及
び
布
街
地
建
築
物
法
が
公
布
さ
れ
た
の

は
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
の
こ
と
で
あ
る
（
翌
年
、
施
行
）
。
こ

の
よ
う
な
動
き
と
前
後
し
て
、
建
築
を
主
体
と
し
、
絵
画
‘
彫
刻
、

工
芸
と
い
っ
た
諸
芸
術
を
統
合
し
て
い
こ
う
と
し
た
ウ
ィ

ー
ン
分
淵

派
を
は
し
め
と
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
新
思
潮
が
受
容
さ
れ
、
そ
の
結

果
、
分
離
派
建
築
会
を
先
兵
と
し
て
建
築
の
近
代
化
を
推
進
す
る
大

小
の
建
築
団
体
が
結
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
都
市

化
の
歩
み
に
伴
い
従
来
の
建
築
観
を
見
直
す
気
連
が
勃
興
し
て
い
た

建
築
界
で
は
、
当
時
糾
し
い
都
市
建
設
の
一
っ
の
視
座
と
し
て
、
中

村
鎖
の
い
う
「
建
築
と
彫
刻
の
結
合
」
と
い
う
問
題
に
早
く
か
ら
関

心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

一
方
、
彫
刻
家
の
批
評
で
は
同
時
開
催
の
美
術
展
に
焦
点
を
当
て

た
も
の
が
多
く
、
建
築
装
飾
へ
の
言
及
は
は
な
は
だ
少
な
い
。
そ
れ

ら
は
概
ね
、
仮
設
の
建
築
に
付
設
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
と
い
う
性
質

上
、
二
義
的
な
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
た
観
が
あ
る
。
ま
た
調
査
の

過
程
で
は
あ
る
が
、
積
極
的
に
批
評
を
試
み
て
い
る
の
は
齊
藤
素
巌

一
人
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

歴
史
的
に
み
る
と
、

彫
刻
は
建
築
や
工
芸
と
い
っ
た
諸
芸
術
と
密

接
に
関
わ
り
な
が
ら
発
展
し
て
き
た
。

し
か
し
、

明
治
初
年
に
始
ま

る
洋
風
彫
塑
の
移
入
か
ら
芸
術
の
一
分
野
と
し
て
の
自
律
性
を
獲
得

す
る
過
程
に
お
い
て
、
彫
刻
は
専
ら
写
実
的
な
裸
綿
像
や
肖
像
、
ト

ル
ソ
な
と
限
ら
れ
た
範
囲
で
の
制
作
に
始
終
す
る
傾
向
を
示
す
よ
う

に
な
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
平
和
博
評
に
見
ら
れ
る
建
築
装
飾

へ
の
関
心
の
簿
さ
は
、
当
時
の
彫
刻
家
の
多
く
が
、
依
然
と
し
て
そ

の
よ
う
な
流
れ
の
内
部
に
位
置
し
て
い
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
言
い
換
え
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
平
和
袖
は
当
間
の
彫
刻
界
に
強
い
刺
激
を
与
え
る
画
期
的
な
出

来
事
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
の
後
、
例
え
ば
ぶ
佃
造
社
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
都
市
化
に

対
応
す
る
か
た
ち
で
、
ア
ト
リ
エ
か
ら
屋
外
の
都
市
空
間
へ
と
進
出

す
る
動
き
が
活
発
化
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
よ
う
な
流
れ
を
視
野

に
人
れ
れ
ば
、
平
和
博
が
以
降
彫
刻
の
概
念
を
掠
大
し
、
多
様
な
展

開
を
推
進
す
る
上
で
の

、

―
つ
の
契
機
に
な
っ
た
と
い
う
仮
説
も
導

き
出
せ
る
。
以
上
の
点
を
踏
ま
え
て
、
平
和
陣
に
関
し
て
は
彫
刻
の

諸
問
題
を
考
え
る
際
の
事
例
と
し
て
今
後
も
検
討
さ
れ
る
必
要
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
。
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〈
疲
れ
た
人
〉

〈
早
春
〉

〈無〉
〈唄〉

〈鏡〉

〈

M
子〉

日
名
子
実
三
〈
エ
房
の
女
〉

後
藤
清
一
〈
摩
登
伽
〉

そ
れ
で
は、

代
表
的
な
作
例
を
幾
つ
か
挙
げ
、
本
展
出
品
作
に
つ

い
て
具
体
的
な
考
察
を
加
え
て
み
た
い
。
先
ず
、
齋
藤
素
巌
は
〈
疲

れ
た
人
〉
と
〈
早
春
〉
（
図

20)

の
二
点
を
出
品
し
て
い
る
が
、
後

咸
二

消
水
三
璽
二

荻

島

安

二

隔 齊
藤

素
巌

銅
賞
受
賞

褒
状
受
賞

ク

平
和
博
と
「
構
造
社
」
の
直
接
的
な
関
わ
り
は
、
同
会
場
内
の
美

術
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
展
覧
会
に
あ
る
。
本
展
で
美
術
館
に
陳

列
さ
れ
た
彫
刻
作
品
は
審
査
官
に
よ
る
出
品
が
七
点
、
無
鑑
査
が
八

点
、
入
選
が
六
四
点
の
計
七
九
点
で
あ
る
。
彫
刻
室
の
陳
列
状
況
は

写
真
（
図
19)

に
よ
っ
て
確
詑
で
き
る
。
後
に
「
構
造
社
」
の
中
心

作
家
と
し
て
活
動
す
る
彫
刻
家
で
平
和
博
の
美
術
展
へ
の
出
品
者
は

以
下
の
通
り
で
あ
る
。

銅
賞
受
賞

二
、
平
和
記
念
東
京
博
覧
会
と
「
構
造
社
」

者
の
作
品
は
会
場
内
で
も
珍
し
い
プ
ロ
ン
ズ
の
浮
彫
で
あ
り
、
注
目

に
値
す
る
。
当
時
、
浮
彫
を
手
が
け
る
彫
刻
家
は
稀
で
あ
り
、
そ
の

意
味
で
浮
彫
の
制
作
は
素
巌
の
作
家
活
動
を
特
徴
づ
け
て
い
る
。
素

巌
の
浮
彫
は
大
別
し
て
、
労
働
者
階
級
を
題
材
に
社
会
的
風
刺
の
意

味
合
い
を
帯
び
た
作
品
と
、
浪
漫
的
で
詩
情
溢
れ
る
作
品
と
に
分
け

ら
れ
る
が
、
〈
早
春
〉
は
後
者
に
あ
た
る
作
品
と
見
な
さ
れ
る
。
浮

彫
へ
の
取
り
組
み
は
「
構
造
社
」
時
代
に
は
い
っ
そ
う
意
欲
的
に
行

わ
れ
、
そ
の
探
究
は
大
規
模
な
作
品
か
ら
メ
ダ
ル
類
の
小
品
に
ま
で

及
ん
た
。
そ
れ
ら
の
一
連
の
作
品
群
は
「
構
造
社
」
展
に
お
い
て
常

に
注
目
を
浴
び
た
。

ま
た
、
陽
咸
二
は
初
期
に
お
い
て
、
写
実
を
基
調
と
し
た
堅
実
な

手
法
に
よ
る
作
品
を
制
作
し
て
い
た
が
、
本
展
に
発
表
し
た
〈
餌
〉

（図

21)
で
は
細
部
に
は
こ
だ
わ
ら
ず
、
量
塊
性
へ
の
考
察
が
深
め

ら
れ
て
お
り
、
作
風
に
変
化
が
見
ら
れ
る
。

「
構
造
社
」
に
お
い

て
、
形
態
の
単
純
化
を
推
し
進
め
る
実
験
的
な
試
み
を
行
っ
た
こ
と

を
考
慮
す
れ
ば
、
〈
網
〉
は
そ
の
過
渡
期
に
あ
た
る
作
品
と
し
て
位

置
つ
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

腸
咸
二
と
と
も
に
東
台
彫
塑
会
の
個
性
派
と
し
て
知
ら
れ
た
荻
島

安
二
は
、
写
実
的
な
肖
像
彫
刻

〈
M
子
〉
を
出
品
す
る

一
方
、
デ

フ
ォ
ル
メ
し
た
人
体
と
、
独
特
な
ポ
ー
ズ
に
よ
る
線
の
効
果
が
印
象
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的
な
〈
鏡
〉
（
図

22)
を
出
品
し
た
。
後
者
の
作
品
に
は
、

ン
の
制
作
な
ど
、
商
業
美
術
を
含
め
多
岐
に
わ
た
る
活
動
を
展
開
し

た
荻
島
の
特
質
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
、
前
述
の
齋
藤
以
下
六
名
の
作
品
か
ら
三
点
を
取
り
上
げ
、

当
時
の
個
々
の
作
風
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
こ
れ
ら
の
出
品
者
中
に

受
賞
者
か
多
い
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
受
賞
者
が
い
ず
れ
も
東
台
彫

塑
会
の
会
員
で
あ
っ
た
こ
と
か
注
目
さ
れ
る
。

実
際
、
本
展
の
彫
刻
部
門
は
東
台
彫
塑
会
が
一
手
に
引
き
受
け
た

観
が
あ
っ
た
。
審
査
官
は
全
て
朝
倉
文
夫
を
中
心
と
す
る
東
台
彫
塑

会
会
員
で
占
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
齋
藤
素
巌
も
含
ま
れ
て
い

た
。
審
査
官
の
選
考
を
め
ぐ
っ
て
北
村
西
望
や
建
畠
大
夢
ら
が
組
織

す
る
瞭
原
社
(
-
九
ニ
―
年
設
立
）
が
不
出
品
を
表
明
し
た
た
め
、

出
品
者
も
多
く
は
東
台
彫
塑
会
の
会
員
で
あ
り
、
他
に
は
木
彫
研
究

会
や
日
本
美
術
院
会
員
か
含
ま
れ
た
程
度
で
あ
っ
た
。

第
一
難
で
見
た
よ
う
に
、
東
台
彫
塑
会
は
園
芸
会
と
共
同
出
品
と

い
う
か
た
ち
で
会
場
の
装
飾
に
も
携
わ
っ
て
お
り
、
そ
の
意
味
て
は

彫
刻
界
の
中
で
も
平
和
博
に
深
く
関
わ
っ
た
団
体
で
あ
っ
た
と
い
え

る
。
先
に
紹
介
し
た
「
構
造
社
」
会
員
と
な
る
作
家
は
会
場
の
建
染

装
飾
に
直
接
関
わ
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
か
、
美
術
展
の
参
加
者

で
あ
り
、
ま
た
、
東
台
彫
塑
会
に
所
属
し
て
い
た
と
い
う
関
係
上
、

マ
ネ
キ

他
の
彫
刻
家
と
比
較
し
て
、
よ
り
近
い
立
場
か
ら
平
和
浦
の
動
向
に

注
目
し
て
い
た
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う
。

な
か
で
も
齋
藤
素
巌
は
審
査
官
兼
出
品
者
と
し
て
美
術
展
に
参
画

し
た
だ
け
で
な
く
、
美
術
展
及
び
建
築
装
飾
の
双
方
に
言
及
し
た
数

少
な
い
許
者
の
一
人
で
も
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
平
和
博
か
ら

様
々
な
着
想
を
得
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
そ

こ
で
、
特
に
「
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
的
」
、
「
綜
合
的
」
方
面
へ
の
開
拓
と

い
う
素
巌
の
主
張
に
注
意
し
な
が
ら
、
以
下
に
私
見
を
述
べ
て
み
た

、。
'
>
 

素
巌
と
の
、
あ
る
い
は
「
構
造
社
」
と
の
関
連
で
平
和
博
が
簡
要

視
さ
れ
る
の
は
、
先
ず
、
伺
会
場
が
近
代
的
な
建
築
の
建
ち
並
ぶ
都

市
空
間
を
現
出
し
て
い
た
と
い
う
点
に
あ
る
。
こ
の
空
間
は
、
通
常

で
は
公
園
に
相
当
す
る
オ
ー
プ
ン

・
ス
ペ
ー
ス
を
伴
っ
て
お
り
、
そ

こ
に
様
々
な
か
た
ち
で
彫
刻
か
導
入
さ
れ
た
と
い
う
事
実
は
、
都
市

環
境
に
お
け
る
公
的
空
間
へ
の
彫
刻
設
憎
の
将
来
的
な
展
望
か
示
さ

れ
た
と
考
え
て
よ
い
。
な
ぜ
な
ら
、
同
博
麗
会
の
開
催
目
的
に
は
、

新
し
い
都
市
生
活
の
提
案
と
い
う
側
面
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

公
的
空
間
へ
の
彫
刻
設
置
は
従
来
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
が
、
都
市

の
美
観
と
い
う
視
点
か
ら
捉
え
よ
う
と
す
る
傾
向
が
顕
著
に
な
っ
た

の
は
大
正
期
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
オ
ー
プ
ン
・
ス
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ペ
ー
ス
の
一
例
と
し
て
公
園
に
着
目
し
た
場
合
、

『東
京
百
年
史
』

に
よ
れ
ば
、
明
治
以
降
の
府
下
公
園
開
設
の
増
加
に
伴
い
、
大
正
期

に
公
園
の
存
在
意
義
を
問
い
直
す
気
運
が
生
し
、
環
境
整
備
へ
の
要

請
が
高
ま
っ
て
い
た
と

い
う
(28
)
。
そ
の
よ
う
な
動
き
に
美
術
界
も

無
関
心
で
は
な
く
、
例
え
ば

『美
術
新
報
』
を
通
観
す
る
と
一
九
一

五
（
大
正
四
）
年
に
国
内
外
の
噴
水
特
集
が
組
ま
れ
、
新
海
竹
太
郎

ら
彫
刻
家
の
談
話
と
と
も
に
、
範
例
と
な
る
様
々
な
作
品
の
図
版
が

紹
介
さ
れ
て
い
る
(29
)
。
ま
た
、
翌
年
に
は
黒
田
鵬
心
に
よ
り
、
都

市
の
美
観
と
い
う
観
点
か
ら
東
京
市
内
に
既
設
の
記
念
像
が
再
考
さ

れ
て
い
る
品
）
。
こ
れ
ら
は
ほ
ん
の

一
部
に
過
ぎ
な
い
が
、
都
市
化

の
歩
み
に
伴
い
、
彫
刻
の
持
つ
様
々
な
機
能
が
見
直
さ
れ
つ
つ
あ
っ

た
当
時
の
美
術
界
の
一
側
面
を
伝
え
て
い
る
。

そ
こ
で
改
め
て
平
和
博
を
見
て
み
る
と
、
朝
倉
文
夫
の
裸
婦
像
の

よ
う
に
、
国
家
や
国
家
に
功
労
の
あ
る
人
物
を
顕
彰
す
る
と
い
う
従

来
か
ら
の
立
場
と
は
異
な
る
、
オ
ー
プ
ン

・
ス
ペ
ー
ス
の
美
観
を
形

成
す
る

一
要
素
と
し
て
の
機
能
に
着
目
し
た
、
彫
刻
の
新
し
い
導
入

法
が
見
ら
れ
る
。
一
方
、
彫
刻
の
持
つ
社
会
的
価
値
や
社
会
的
メ
ノ

セ
ー
ジ
を
伝
え
る
媒
体
と
し
て
の
機
能
に
着
目
し
た
場
合
、
「
平

和
」
や
「
産
業
」
を
シ
ン
ボ
ル
化
し
た
、
新
し
い
テ
ー
マ
に
よ
る
作

品
が
登
場
し
て
い
る
こ
と
に
も
留
意
し
て
お
き
た
い
。
こ
れ
ら
は
、

そ
の
目
的
も
多
様
化
す
る
こ
と

彫
刻
の
活
用
範
囲
の
拡
大
に
つ
れ
、

が
示
さ
れ
た
好
例
と
い
え
よ
う
。

次
に
、
彫
刻
と
台
座
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い

。
平
和
博

で
は
唯
一
中
村
鎮
が
こ
の
問
題
に
つ
い
て
憤
嘩
し
て
い
る
。
中
村
は

朝
倉
文
夫
の
裸
婦
像
を
例
に
と
り
「
如
何
に
日
本
の
彫
刻
家
が
其
の

俊
の
置
か
る
可
き
台
座
と
の
調
和
又
其
等
の
あ
る
可
き
位
置
に
対
す

る
し
つ
か
り
し
た
見
当
の
つ
い
て
居
な
い
か
が
侶
う
し
た
小
出
品
に

も
暴
露
さ
れ
て
居
る
の
で
は
な
い
か
」
と
指
弾
し
た
り
）。

確
か
に
、
こ
れ
ま
で
の
流
れ
を
鑑
み
れ
ば
、
彫
刻
家
の
関
心
は
専

ら
彫
刻
そ
の
も
の
の
制
作
に
向
け
ら
れ
、
台
座
は
単
に
作
品
の
陳
列

台
と
し
て
顧
み
ら
れ
な
い
傾
き
が
あ
っ
た
。
勿
論
、
早
く
に
は
新
海

竹
太
郎
の
〈
ゆ
あ
み
〉
(
-
九

0
七
年
）
な
ど
、
台
座
の
意
匠
を
作

品
の
重
要
な
構
成
要
素
と
し
て
提
示
し
た
も
の
も
あ
っ
た
。
ま
た
、

明
治
以
降
建
設
さ
れ
た
網
像
で
は
、
国
家
や
大
衆
の
求
め
に
応
じ

た
、
そ
の
時
代
思
潮
に
相
応
し
い
か
た
ち
の
作
品
が
建
築
家
と
の
協

力
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
て
は
い
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
時
を
経
る
に
連
れ
、
従
来
の
型
通
り
の
作
品
が

求
め
ら
れ
る
一
方
で
、
黒
田
鵬
心
の
指
摘
す
る
「
柔
ら
か
み
の
な
い

事
、
自
由
の
欠
け
て
ゐ
る
事
」
を
改
善
す
べ
き
点
と
し
て
‘
―
つ
の

作
品
の
中
で
彫
刻
と
台
座
が
有
機
的
に
統
合
さ
れ
る
よ
う
な
新
し
い



57 

展
開
の
必
要
性
を
唱
え
る
声
も
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で

あ
る
(32)
。
そ
の
よ
う
な
動
き
に
呼
応
し
て
か
、

i

部
で
は
彫
刻
家

の
立
場
か
ら
も
よ
り
積
極
的
な
姿
勢
で
台
座
へ
の
関
心
が
寄
せ
ら

れ
、
建
築
家
の
仕
事
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
部
分
、
例
え
ば
銅
像

の
台
座
や
、
あ
る
い
は
噴
水
な
ど
も
含
め
、
制
作
か
ら
設
置
に
関
わ

る
作
品
の
全
て
の
要
素
を
彫
刻
家
の
仕
事
と
す
る
意
識
が
芽
生
え
つ

つ
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
彫
刻
家
の
活
動
範
囲
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
状
況

下
、
実
際
の
制
竹
に
あ
た
る
際
に
必
要
な
の
は
、
作
品
内
容
（
テ
ー

マ

・
形
態
・

素
材

・
大
き
さ
・
色
彩
・
芸
術
性
峙
）
、
設
樅
場
所
、

作
品
数
な
ど
の
諸
要
素
を
包
括
的
に
検
討
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ

の
問
題
に
関
し
て
齋
藤
素
巌
は
平
和
博
評
の
中
で
次
の
よ
う
に
論
し

て
い
る
。

「
平
和
陣
の
彫
刻
を
一
覧
す
る
と
、
心
を
強
う
す
る
点
が
な
い
で

も
な
い
。
そ
れ
は
作
家
た
ち
か
場
所
柄
と
仕
事
の
性
質
と
を
飲
み
込

ん
で
、
周
囲
に
一
致
し
よ
う
と
つ
と
め
て
居
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
だ

け
で
も
進
歩
と
云
ふ
事
が
出
来
る
が
さ
て
そ
れ
以
上
、
場
所
に
応
じ

た
ス
キ
ー
ム
に
よ
っ
て
統
一
的
構
図
を
形
造
る
と
云
ふ
事
が
な
く
、

た
だ
連
絡
の
な
い
断
片
的
な
塑
像
を
陳
列
し
て
居
る
に
過
ぎ
な
い
事

は
、
ま
だ
ま
だ
と
云
ふ
物
足
り
な
い
感
じ
を
起
さ
せ
る
」
(
3
3
)
0

空
間
を
詑
知
し
、
記
憶
し
、
イ
メ
ー
シ
す
る
能
力
が
身
体
的
な
感

覚
を
通
し
た
経
験
に
よ
っ
て
培
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ

の
場
の
空
間
に
居
合
わ
せ
、
実
見
す
る
こ
と
の
で
き
た
経
験
は
大
き

い
。
未
だ
多
く
の
問
題
を
残
し
た
作
品
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
こ
こ

で
問
題
点
と
し
て
指
摘
さ
れ
た
事
柄
は
、
以
後
の
課
題
と
し
て
認
識

さ
れ
た
可
能
性
か
あ
る
。
加
え
て
、
制
作
に
閃
す
る
具
休
的
な
ウ
ィ

シ
ョ
ン
の
形
成
を
促
す
機
会
と
し
て
、
平
和
博
の
果
し
た
役
割
も
看

過
で
き
な
い
た
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
「
此
の
方
面
に
我
々
の
且
界
を

開
拓
し
て
行
く
翡
も
出
来
そ
う
だ
」
と
い
う
素
巌
の
発
言
は
極
め
て

示
唆
的
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
素
巌
が
行
っ
た
平
和
博
の
批
計
て
は
建
築
に
ア
プ

ロ
ー
チ
す
る
際
の
良
き
範
例
と
し
て
前
外
作
家
の
動
向
に
言
及
す
る

な
ど
、
単
な
る
感
想
に
止
ま
ら
な
い
踏
み
込
ん
だ
指
摘
が
認
め
ら
れ

る
。
そ
こ
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
涌
外
作
家
は
イ
ヴ
ァ
ン
・
メ
ス
ト
ロ

ヴ
ィ
ッ
チ
(
-
八
八
三
ー

i

九
六
二
）
や
フ
ラ
ン
ツ
・
メ
ッ
ツ
ナ
ー

（
一
八
七

0
|
―
九
一
九
）
な
ど
で
、
と
も
に
ウ
ィ
ー
ン
の
セ
セ
ッ

シ
ョ
ン
展
に
も
参
加
し
、
建
槃
装
飾
や
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
制
作
で
名

の
知
ら
れ
た
彫
刻
家
で
あ
る
。
例
え
ば
、
一
九
二
六
（
大
正
一
五
）

年
刊
行
の
蔵
田
周
忠
著

『
ロ
タ
ン
以
後
』
で
は
「
批
評
家
ア
ー
サ
ー

ロ
ヱ
ス
タ
ー
は
（
中
略
）
青
銅
に
秀
れ
た
人
と
し
て
ロ
ダ
ン
を
、
彫
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塑
家
と
し
て
メ
シ
ュ
ト
ロ
ヴ
ィ
ッ
チ
を
、

建
築
的
彫
塑
家
と
し
て

メ
ッ
ツ
ネ
ル
を
並
び
称
し
て
ゐ
る
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
(
3
4
)
0

「
構
造
社
」
会
員
の
諸
作
に
見
ら
れ
る
メ
ス
ト
ロ
ヴ
ィ
ッ
チ
の
影

響
に
つ
い
て
は
、
既
に
伊
豆
井
氏
が
指
摘
し
て
い
る
通
り
で
あ

る
（
芭

0

「
構
造
社
」
が
発
行
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
主
だ
っ
た
美

術
雑
誌
等
を
あ
た
っ
て
み
る
と
、
実
際
に
は
「
構
造
社
」
会
員
の
メ

ス
ト
ロ
ヴ
ィ
ッ
チ
に
関
す
る
言
及
は
稀
で
あ
り
、
齋
藤
素
巌
に
到
っ

て
は
「
梢
造
社
」
結
成
後
の
言
説
の
中
に
は
―
つ
も
見
出
せ
な
か
っ

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
前
述
の
よ
う
に
平
和
博
に
関
連
し
た
展
評
で

は
各
所
で
メ
ス
ト
ロ
ヴ
ィ
ッ
チ
に
関
す
る
言
及
が
な
さ
れ
、
当
時
の

素
巌
の
深
い
傾
倒
ぶ
り
が
如
実
に
窺
わ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て

も
、
平
和
博
と
「
構
造
社
」
の
接
点
と
し
て
明
記
し
て
お
き
た
い
。

さ
て
、
こ
れ
ま
で
は
平
和
博
を
通
し
て
「
構
造
社
」
の
活
動
を
考

察
す
る
際
、
ど
の
よ
う
な
点
に
注
目
す
べ
き
か
、
素
巌
の
批
評
家
と

し
て
の
活
動
に
着
目
し
て
検
討
し
て
き
た
。
次
に
、
平
和
拇
と
「
構

造
社
」
展
と
を
比
較
し
な
が
ら
更
に
考
察
を
続
け
て
み
た
い
。
平
和

博
に
や
が
て
「
構
造
社
」
展
に
お
い
て
開
花
す
る
種
子
が
見
ら
れ
る

か
ら
で
あ
る
。

一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
九
月
、
東
京
府
美
術
館
で
第
一
回
展
を

開
佃
し
て
か
ら
、
戦
局
に
よ
り
一
九
四
四
（
昭
和
一
九
）
年
に
解
骸

す
る
ま
で
の
間
に
「
構
造
社
」
は
全
体
と
し
て
計
一
六
回
の
展
覧
会

を
開
い
て
い
る
。
そ
こ
で
は
多
種
多
様
な
素
材
、
形
式
に
よ
る
彫
刻

を
発
表
す
る
他
、
第
二
回
展
か
ら
絵
固
部
及
び
雑
の
部
が
新
設
さ

れ
、
多
岐
に
渡
る
活
動
が
展
開
さ
れ
た
。
会
員

一
人
あ
た
り
の
出
品

数
が
多
い
だ
け
で
な
く
、
第
二
回
展
以
降
三
部
構
成
と
な
り
、
ま
た

第
三
回
展
か
ら
は
し
ば
し
ば
「
綜
合
試
作
」
が
発
表
さ
れ
た
た
め
、

「
構
造
社
」
展
で
は
会
場
構
成
に
ひ
と
き
わ
配
慮
が
見
ら
れ
る
。

例
え
ば
、
通
常
の
展
覧
会
で
は
主
と
し
て
作
家
別
に
作
品
を
ま
と

め
て
陳
列
す
る
傾
向
が
あ
る
。
し
か
し
、
展
覚
会
の
作
品
目
録
に
株

付
さ
れ
て
い
る
会
場
平
面
図
に
よ
れ
ば
、
「
構
造
社
」
展
て
は
そ
の

よ
う
な
方
法
は
と
ら
れ
て
い
な
い
。
会
員
以
外
の
公
器
作
品
を
ま
と

め
る
と
い
う
こ
と
も
な
い
。
唯
一
集
め
ら
れ
て
い
る
の
は
メ
ダ
ル
類

の
展
示
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
は
要
所
要
所
に
浮
彫
や
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

に
類
す
る
作
品
を
配
罹
す
る
な
ど
、
会
場
に
変
化
を
も
た
せ
る
効
果

が
図
ら
れ
て
い
る
。

会
場
平
而
図
と
合
わ
せ
て
、
美
術
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
会
場
風
景

の
写
真
を
見
て
み
る
と

「構
造
社
」
展
の
特
色
を
一
層
明
確
に
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
第
四
回
展
（
図

23)
、
第
五
回
展
（
図

24)
、
第
六
回
展
（
図

25)
を
見
て
み
よ
う
。
会
場
の
中
心
に
は
同

展
の
呼
び
物
と
な
る
作
品
が
配
置
さ
れ
、
そ
の
周
囲
に
様
々
な
傾
向
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こ
の
よ
う
な
会
場
構
成
へ
の
配
慮
は
、
一
っ
に
は
様
々
な
要
素
を

統
合
し
て

―
つ
の
空
間
を
彫
成
す
る
こ
と
に
対
す
る
関
心
の
現
れ
で

あ
る
と
推
察
で
き
る
。
例
え
は
、
建
築
と
の
関
連
性
を
重
視
し
て
彫

刻
の
み
を
扱
う
団
体
と
し
て
発
足
し
た
「
構
造
社
」
が
、
以
降
絵
画

ゃ
I
芸
綺
の
広
ェ
内
装
飾
に
も
閃
心
を
為
せ
た
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、

彼
ら
が
建
築
を
、
王
体
に
室
内
外
の
空
間
を
舵
合
的
に
プ
ロ
テ
ュ
ー
ス

し
て
い
こ
う
と
す
る
意
識
を
も
っ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る

た
ろ
う
。

一
方、

他
の
理
由
と
し
て
は
「
構
造
社
」
か
彫
刻
の
啓
蒙
活
動
を

意
図
し
て
い
た
こ
と
か
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
再
ひ
平
和
博
の
会

場
風
景
を
想
起
す
る
と
、
美
術
館
内
に
限
ら
す
各
飴
て
は
一
般
観
覧

者
の
憩
い
の
場
と
し
て
哨
水
を
設
置
す
る
、
あ
る
い
は
会
場
内
の
装

飾
と
し
て
彫
刻
の
台
座
に
花
壇
を
使
用
す
る
な
と
、
「
構
造
社
」
展

と
共
通
す
る
幾
つ
か
の
要
素
が
見
出
せ
る
。

そ
も
そ
も
博
覧
会
は
物
と
人
と
を
結
ふ
た
め
に
設
け
ら
れ
た
機
会

な
姿
勢
が
窺
わ
れ
る
。

何
と
か
工
夫
し
て
変
化
の
あ
る
も
の
に
し
て
い
こ
う
と
す
る
梢
極
的

彫
刻
に
は
色
彩
が
な
い
た
め
、
絵

圃
な
ど
に
比
べ
て
自
ず
と
単
調
に
な
っ
て
し
ま
い
が
ち
な
陳
列
室
を

付
け
ら
れ
て
い
る
。

そ
こ
に
は

の
作
品
を
陳
列
す
る
他
、

会
場
の
各
所
に
大
小
の
観
葉
植
物
か
飾
り

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

i

般
観
院
者
の
足
を
止
め
、
陳
列
物
に
よ

り
興
味
を
抱
か
せ
る
よ
う
、
様
々
な
趣
向
が
図
ら
れ
た
。
「
構
造

杜
」
は
こ
の
よ
う
な
陣
覧
会
の
要
素
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
一
般

鑑
賞
者
の
足
を
会
場
に
向
け
さ
せ
、
日
頃
訓
染
み
の
薄
い
彫
刻
と
の

接
触
を
促
そ
う
と
い
う
考
え
を
持
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
―
九

0
七

（
明
治
四
0
)
~

の
文
部
省
美
術
展
覧
会
開
設
以
降
、
美
術
は
大
衆

に
も
開
か
れ
て
行
っ
た
か
、
彫
刻
の
鑑
賞
は
大
正
に
人
っ
て
も
尚
、

一
般
化
す
る
ま
て
に
は
到
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
を

改
善
し
、
彫
刻
の
振
興
を
図
る
こ
と
は
、
と
り
わ
け
在
野
の
彫
刻
団

休
と
し
て
発
足
し
た
「
構
造
社
」
に
と
っ
て
は
重
要
な
諜
題
の

i

つ

と
な
っ
た
。
第

i

回
展
を
入
場
皿
．
村
で
開
催
し
た
こ
と
や
、
作
品
解

説
か
ら
エ
ノ
セ
イ
ま
で
を
含
ん
た
独
自
の
パ
ン
フ
レ
ゾ
ト
を
発
行
す

る
な
ど
、
「
構
造
社
」
の
様
々
な
活
動
か
ら
も
推
察
す
る
こ
と
か
て

き
る
。
こ
の
よ
う
な
彫
刻
の
大
衆
化
を
図
り
つ
つ
、
広
く
社
会
の
中

で
実
用
化
の
方
向
を
探
究
す
る
社
会
性
と
い
っ
た
要
素
も
「
構
造

社
」
の
大
き
な
特
色
と
い
え
る
。

以
上
‘
「
構
造
社
」
の
活
動
を
平
和
拇
と
の
関
辿
性
の
中
で
見
て

き
た
。
そ
こ
で
は
「
構
造
社
」
を
研
究
す
る
上
て
今
後
も
検
討
す
べ

き
必
要
性
の
あ
る
幾
つ
か
の
諜
題
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
「
構
造
社
」
の
結
成
、
あ
る
い
は
活
動
内
容
を
平
和
博
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と
の
関
係
に
限
定
し
て
捉
え
る
の
は
早
急
だ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、

平
和
博
を
通
し
て
考
察
し
た
点
を
踏
ま
え
た
上
で
、
以
後
「
構
造

社
」
会
員
が
ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
た
か
見
る
必
要
が
あ
る
。
と

り
わ
け
、
建
築
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
「
構
造
社
」
結
成
ま
で
の

齋
藤
素
巌
と
日
名
子
実
三
の
活
動
を
辿
っ
て
み
た
い
。

三
、
そ
の
後
の
展
開

平
和
陣
の
翌
年
に
あ
た
る
一
九
二
三
（
大
正
―
二
）
年
九
月
一

日
、
東
京
を
中
心
と
す
る
周
辺
地
域
を
襲
っ
た
関
東
大
震
災
は
未
曽

有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
そ
れ
は
市
街
地
を

一
夜
に
し
て
焼
土
と

化
す
衝
腺
的
な
出
来
事
で
あ
っ
た
が
、
以
降
、
帝
都
復
興
計
画
と
い

う
か
た
ち
で
大
規
模
な
都
市
計
画
が
推
進
さ
れ
、
街
の
景
観
が
大
き

く
変
化
し
て
行
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
関
東
大
震
災
は
そ
の
前

後
を
隔
て
る
時
代
の
分
水
嶺
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

震
災
後
、
本
建
築
の
建
設
が
本
格
化
す
る
ま
で
の
間
、
家
屋
の
倒

壊
や
焼
失
に
よ
っ
て
野
外
で
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
被
災
者
、

あ
る
い
は
公
共
機
関
の
手
に
よ
っ
て
、
公
園
を
は
じ
め
と
す
る
空
地

に
多
く
の
仮
設
の
住
宅
、
商
店
が
建
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ

れ
ら
は
当
初
か
ら
バ
ラ
ッ
ク
と
呼
ば
れ
、
こ
の
時
期
だ
け
に
特
有
な

ー

「構
造
社
」
結
成
ま
で

街
の
景
観
を
形
成
し
た
。
同
年
九
月
一
四
日
付
け
の

『東
京
日
日
新

聞
』
で
は

「
バ
ラ
ッ
ク
が
沢
山
出
来
た
」
と
い
う
見
出
し
と
と
も
に

市
内
各
所
で
の
大
規
模
な
ハ
ラ
ッ
ク
建
設
の
様
子
を
報
し
て
い

る
(
3
6
)
0

特
に
、
下
町
を
中
心
と
す
る
商
業
地
区
で
は
、
建
築
家
と
と
も

に
、
多
く
の
美
術
家
の
参
画
に
よ
り
斬
新
な
意
匠
の
バ
ラ
ソ
ク
が

続
々
と
登
場
し
た
。
こ
の
よ
う
な
バ
ラ
ッ
ク
の
美
化
運
動
と
も
い
え

る
動
き
は
ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
、
か
な
り
広
い
範
囲
で
展
開
さ
れ
た

よ
う
で
あ
る
。
今
和
次
郎
を
中
心
と
す
る
「
バ
ラ
ソ
ク
装
飾
社
」
を

箪
頭
に
、
「
マ
ヴ
ォ
」
や
「
日
曜
社
」
、
「

X
会
」
、
「
綜
合
美
術
協

会
」
な
ど
の
団
体
の
他
、
洋
画
家
の
中
村
森
吠
山
下
新
太
郎
、
上
野

山
清
貢
ら
多
数
の
美
術
家
が
バ
ラ
ッ
ク
装
飾
に
手
を
染
め
た
と
い

う
(37)
。
そ
れ
ら
は
震
災
復
興
期
に
お
け
る
美
術
界
の
一
動
向
を
示

す
も
の
と
し
て
注
目
に
値
す
る
。

こ
の
よ
う
な
バ
ラ
ッ
ク
を
め
ぐ
る
様
々
な
活
動
に
対
し
て
、
齋
藤

素
巌
、
日
名
子
実
三
も
凱
関
心
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ

は
、
彼
ら
が
一
九
二
四
（
大
正

二
二
）
年
三
月
の
『
読
売
新
聞
』
紙

上
で
、
計
七
回
を
数
え
る
銀
座
と
浅
草
の
ハ
ラ
ッ
ク
批
評
を
試
み
て

い
る
こ
と
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
る
(38)
。
彼
ら
は
と
も
に
東
台
彫

塑
会
の
会
員
で
あ
っ
た
と
い
う
関
係
上
、
既
に
知
己
の
間
柄
で
あ
っ
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た
と
思
わ
れ
る
。

と
は
い
え
、
「
構
造
社
」
が
こ
の
二
人
に
よ
っ
て

結
成
さ
れ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
連
名
に
よ
る
批
評
活
動
は
極
め
て

興
味
深
い
。

さ
て
、

二
人
の
ハ
ラ
ソ
ク
批
評
を
通
観
す
る
と
、
彼
ら
が
一
連
の

試
み
に
対
し
て
は
好
意
的
で
あ
っ
た
こ
と
か
わ
か
る
。
例
え
ば
、
日

名
子
は
ハ
ラ
ッ
ク
に
見
ら
れ
る
建
築
の
新
様
式
の
翌
場
を
「
当
然
来

る
べ
く
し
て
来
れ
る
様
式
」
と
位
置
づ
け
た
後
、
「
ハ
ラ
ノ
ク
を
見

渡
し
た
と
き
、
そ
の
防
れ
た
る
若
い
建
築
家
や
装
飾
家
の
萌
出
づ
る

心
を
懐
し
む
と
共
に
、
そ
れ
を
採
用
し
た
商
店
の
主
人
の
勇
気
と
趣

味
の
柱
も
窺
は
れ
て
面
白
い
」
と
迩
べ
て
い
る
（翌
。
藤
森
昭
信
氏

に
よ
れ
ば
、
日
名
子
は
ハ
ラ
ノ
ク
装
飾
の
先
陣
を
き
っ
た
「
ハ
ラ
ノ

ク
装
飾
社
」
の
メ
ン
バ
ー
の
中
に
、
そ
の
名
を
連
ね
て
い
た
と
い

う
（雙
。
し
た
か
っ
て
、
同
社
で
は
周
辺
に
位
置
し
て
い
た
と
は
い

え
、
日
名
子
が
街
頭
に
見
ら
れ
る
活
発
な
活
動
に
肯
定
的
で
あ
っ
た

の
も
頷
け
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
実
際
の
批
評
は
と
い
う
と
、
彼
ら

の
語
り
口
は
概
ね
印
象
的
な
も
の
で
、
個
々
の
作
品
に
閃
し
て
そ
れ

ほ
と
踏
み
込
ん
た
指
摘
は
行
っ
て
い
な
い
。
そ
も
そ
も
彼
ら
の
閃
心

事
は
建
築
を
通
し
て
彫
刻
の
糾
た
な
造
形
表
現
を
獲
得
す
る
こ
と
に

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
人
目
を
ひ
く
大
胆
な
意
匠
は
仮
設
の

建
給
な
れ
ば
こ
そ
だ
が
、
装
飾
が
先
行
す
る
作
品
の
在
り
方
に
は
多

少
な
り
と
も
異
論
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
特
に
日
名
子
は

ほ
ほ
同
貼
期
に
住
宅
の
設
計
も
試
み
て
い
た
と
い
い
、
そ
の
探
究
は

建
築
の
構
造
的
な
部
分
に
こ
そ
向
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ

る
（
川
）
。
後
に
結
社
す
る
団
体
の
名
称
か
単
な
る
装
飾
を
意
味
し
な

ぃ
ぶ
構
造
社
」
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
も
こ
の
点
と
側
関
係
で
は
な

い
た
ろ
う
。
日
名
子
が
「
ハ
ラ
ソ
ク
装
飾
社
」
に
属
し
な
が
ら
同
社

の
活
動
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
の
も
、
そ
れ
が
建
梨
ヘ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
て
あ
っ
た
と
は
い
え
、
同
社
の
活
動
内
容
と
自
身
の

行
き
方
の
間
に
相
容
れ
な
い
も
の
を
感
じ
て
い
た
た
め
か
も
し
れ
な

、。＞ と
も
か
く
、

バ
ラ
ノ
ク
街
の
動
向
に
関
心
を
含
せ
て
い
た
こ
と
は

平
和
博
以
後
に
見
せ
る
建
築
へ
の
投
近
を
示
す

＿
つ
の
例
と
見
な
し

て
よ
い
と
思
わ
れ
る
か
、
こ
こ
で
、
も
う
一
っ
付
言
し
て
お
き
た
い

こ
と
か
あ
る
。
そ
れ
は
彼
ら
に
と
っ
て
ハ
ラ
ノ
ク
街
を
探
訪
し
た
経

験
が
美
術
家
と
社
会
の
閃
わ
り
を
強
く
意
識
さ
せ
る
出
来
事
て
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
点
で
あ
る
。
実
際
、
バ
ラ
ノ
ク
を
め
ぐ
る
広
範
な
展

間
に
は
、
仕
事
を
請
け
負
う
こ
と
で
糊
口
を
し
の
く
と
い
っ
た
仕
活

上
の
目
的
と
は
別
に
、
美
術
家
の
社
会
的
意
識
の
表
れ
と
受
け
取
れ

る
側
面
が
あ
っ
た
。
こ
の
問
題
に
関
し
て
五
十
殿
利
冶
氏
が
次
の
よ

こ
旨
尚
し
て
い
る
。

t
オ

オ

、つ
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「
震
災
後
の
朝
鮮
人
虐
殺
や
甘
粕
事
件
な
ど
が
社
会
不
安
を
惹
起

し
た
状
況
下
で
、
老
若
を
問
わ
ず
、
ま
た
画
壇
で
の
立
場
を
問
わ
ず

（
中
略
）
両
家
た
ち
も
そ
れ
ぞ
れ
に
将
来
に
つ
い
て
切
迫
し
た
気
持

ち
を
抱
き
、
糧
道
を
確
保
す
る
と
と
も
に
画
家
と
し
て
社
会
に
貢
献

す
る
こ
と
に
心
を
く
だ
い
た
の
だ
」
(42
)
。

震
災
を
―
つ
の
契
機
に
、
美
術
家
と
社
会
を
繋
ぐ
存
在
と
し
て
大

衆
の
存
在
が
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
芸
術

の
在
り
方
も
変
化
し
て
行
く
。
大
衆
の
生
活
の
場
と
密
着
し
た
バ

ラ
ッ
ク
街
で
の
美
術
家
の
活
動
は
そ
の
端
緒
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ

う
。
こ
の
よ
う
な
美
術
界
の
動
向
は
「
構
造
社
」
が
対
社
会
的
な
貢

献
を
視
野
に
入
れ
る
活
動
を
展
開
す
る
に
あ
た
っ
て
、
少
な
か
ら
ず

影
響
を
及
ぼ
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
先
の
バ
ラ
ッ
ク
装
飾
を
通
し
て
の
考
察
で
は
、
専
ら
建
築

に
対
す
る
関
心
の
程
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
彼
ら
の
関
心
が

制
作
と
い
う
具
体
的
な
行
動
へ
と
移
行
さ
れ
た
様
子
は
、
バ
ラ
ッ
ク

街
と
い
う
よ
り
は
、
同
時
期
に
開
催
さ
れ
た
展
覧
会
場
に
見
る
こ
と

が
で
き
る
。

一
九
二
四
年
四
月
一
三
日
（
同
月
二
九
日
閉
会
）
、
国
民
美
術
協

会
を
主
催
と
す
る
帝
都
復
興
創
案
展
が
竹
之
台
陳
列
館
を
会
場
に
開

催
さ
れ
た
。
前
年
―
二
月
に
発
行
さ
れ
た

『国
民
美
術
』
創
刊
号
で

は
、
早
く
も
同
展
の
開
催
を
告
知
し
て
い
る
(43
)
。
そ
こ
に
は
同
展

が
建
築
部
を
中
心
と
す
る
「
帝
都
復
興
に
関
す
る
創
案
」
展
で
あ
る

こ
と
、
ま
た
同
時
開
催
と
し
て
、
デ
ル
ス
ニ
ス
将
来
の
フ
ラ
ン
ス
現

代
美
術
展
を
併
設
す
る
旨
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
帝
都

復
輿
創
案
展
の
組
織
に
は
「
ハ
ラ
J

ク
装
飾
社
」
の
今
和
次
郎
も
参

画
し
て
い
た
。
今
は
同
展
開
催
に
向
け
て
早
い
時
期
に
「
建
物
に
就

い
て
の
幻
影
た
る
色
々
な
創
案
を
陳
列
し
て
広
く
多
数
の
人
々
に
公

開
す
る
」
だ
け
で
な
く

「一

般
が
広
く
切
実
に
要
求
し
て
ゐ
る
と
こ

ろ
の
一
般
都
市
計
画
、
公
園
乃
至
庭
園
、
家
具
室
内
装
飾
等
の
創
案

に
就
い
て
も
の
展
開
も
是
非
加
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
提
言
し
て
い

る
(
44
)
。
そ
れ
は
同
展
が
新
し
い
都
市
建
設
へ
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
問

う
総
合
的
な
展
覧
会
を
目
指
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
開
催

直
前
の
三
月
、
『
国
民
美
術
』
誌
上
で
同
展
へ
の
出
品
規
定
な
ど
細

目
が
発
表
さ
れ
た
(45)
。
そ
こ
に
は
同
展
の
総
合
性
が
具
休
的
に
記

さ
れ
て
い
る
。
内
容
を
見
る
と
建
築
の
他
、
都
市
計
画
図
案
、
室
内

装
飾
、
庭
園
及
び
公
圏
、
記
念
像
、
看
板
や
ポ
ス
タ
ー
等
、
創
案
の

募
集
が
多
岐
に
渡
っ
て
要
請
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

特
に
目
を
引
く
の
は
懸
賞
競
技
が
計
画
さ
れ
、
作
品
公
募
が
行
わ

れ
た
こ
と
で
あ
る
。
規
定
の
第
一
六
条
と
し
て
「
大
裳
火
災
記
念
営

造
物
創
案
懸
賞
規
定
」
が
設
け
ら
れ
た
の
は
、
多
く
の
破
災
者
を
出
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し
た
関
東
大
震
災
の
記
憶
を
長
く
人
々
の
内
に
留
め
、
祈
念
し
て
い

こ
う
と
す
る
主
旨
に
よ
る
。
こ
こ
で
い
う
「
記
念
営
造
物
」
と
は

「
塔
、
碑
‘
像
、
建
築
物
、
街
路
、
門
、
哨
水
、
橋
梁
、
広
場
、
庭

園
等
」
と
、
広
範
な
も
の
で
、
都
市
計
画
創
案
等
、
応
幕
作
品
の
中

か
ら
数
名
を
挙
げ
て
「
プ
ラ
イ
ス
カ
ノ
プ
」
を
授
与
す
る
こ
と
が
定

め
ら
れ
た
。
そ
れ
ら
は
同
展
に
参
加
し
た
建
築
及
び
園
芸
等
の
諸
団

体
の
作
品
と
は
別
に
、
国
民
美
術
協
会
に
割
り
当
て
ら
れ
た
陳
列
室

に
展
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

『
国
民
新
聞
』

も
上
っ
た
(
l
G
)
0

同
展
の
総
出
品
数
は
約
千
五
百
点
に

マ
ヴ
ォ
を
は
じ
め
と
す
る
諸
団
体
が
お
互
い
に
そ

の
特
質
を
競
い
合
っ
た
こ
と
が
話
題
と
な
っ
た
が
、
そ
の
一
方
で
懸

賞
競
技
へ
の
反
響
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
同
紙
で
は
「
主
催
の
協
会

出
品
は
最
後
の
四
室
に
分
陳
さ
れ
、
都
市
計
画
図
案
や
懸
賞
で
募
集

し
た
大
震
災
記
念
建
造
物
の
図
案
及
模
塑
の
出
て
居
る
の
が
興
味
の

種
」
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
と
の
よ
う
な
作
品
が
陳
列
さ

れ
た
の
か
は
、
同
展
の
目
録
を
未
見
の
た
め
不
明
な
点
が
多
い
。
開

幕
当
日
の
『
東
京
朝
日
新
聞
』
に
よ
れ
ば
、
陳
列
さ
れ
た
図
案
及
ひ

校
型
の
内
、
納
骨
堂
と
記
念
館
が
そ
の
大
半
を
占
め
て
い
た
と
い

う
(47)
。
『
万
朝
報
』
で
は
、
一
九
名
に
よ
る
三
一
点
が
陳
列
さ
れ

た
と
あ
り
、
注
目
作
と
し
て
模
型
に
〈
江
戸
東
京
文
化
炎
上
〉
、
〈
納

に
よ
れ
ば
、

骨
堂
〉
、

念
塔
〉

印〉li 
で
き
る
。

い
る
。

図
案
に

と
こ
ろ
で
、

（図

27)先
ず
は

を
比
較
し
た
上
で

思
ひ
ま
す
、

〈
歌
舞
伎
の
た
め
の
野
外
劇
場
〉
、

が
挙
げ
ら
れ
た
(
1
8
)
0

そ
れ
ら
は
テ
ー
マ
こ
そ
異
な
る
が
、

各
々
特
色
を
発
揮
し
た
力
作
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

会
の
初
代
会
長
に
あ
た
る
中
條
精
一
郎
は

は
、
建
築
家
、

彫
刻
家
の
出
品
が
可
成
あ
っ
て
、

せ
て
居
る
」
と
、
そ
の
印
象
を
語
っ
て
い
る
（
⑲
）

0

こ
の
懸
賞
競
技
に
は
日
名
子
実
三
も
参
加
し
て
い

た
。
陳
列
さ
れ
た
の
は

〈
死
の
塔
〉

の
二
点
で
、

す
る
塔
の
節
潔
な
表
現
や
、

と
も
に
記
念
碑
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認

〈
死
の
塔
〉

活
動
の
展
開
を
振
り
返
っ
て
見
る
と
、

本
格
的
に
取
り
組
ん
だ
例
は
な
い
。

国
民
美
術
協
会
彫
刻
部
の
会
員
小
倉
右
一
郎
は
二
点
の
作
品

〈
死
の
塔
〉
を
「
全
休
か
ら
見
て
大
変
面
白
い
と

殊
に
其
大
体
の
構
造
は
宜
い
と
推
賞
し
た
い
、

方
の
群
像
彫
刻
の
辺
に
て
、
棺
を
抱
い
て
働
哭
し
て
居
る
所
を
取
り
囲

ん
で
、
立
っ
た
り
座
し
た
り
、

〈
対
外
感
謝
記

「
縣
賞
競
技
の
方
面
に

（図

26)
、

面
白
い
結
果
を
見

先
の

か
ら
見
て
み
よ
う
。

国
民
美
術
協

〈
文
化
炎
上

日
名
子
の
制
作

本
作
品
ほ
ど
建
築
に
対
し
て

そ
の
探
究
ぶ
り
は
中
央
に
位
置

全
体
的
な
構
成
へ
の
虻
慮
に
示
さ
れ
て

且
つ
前

脆
い
た
り
せ
る
七
人
の
裸
女
の
、

悲
痛

の
情
は
ポ
ー
ズ
に
依
り
て
、
好
く
現
は
れ
纏
り
も
結
構
と
思
ひ
ま
す
」

と
、
作
品
全
体
に
統

一
感
の
あ
る
点
を
高
く
評
価
し
て
い
る
(
S
o
)
0
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一
方
、
〈
文
化
炎
上
碑
〉
は
瓦
礫
と
化
し
た
建
築
の
一
部
を
背
景

に
裸
婦
の
群
像
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と
で
、
震
災
と
い
う
テ
ー

マ
を
象
徴
的
に
表
現
し
た
作
品
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
構
成

の
仕
方
は
台
座
を
伴
う
か
た
ち
で
考
案
さ
れ
て
き
た
銅
像
等
の
記
念

碑
と
は
一
線
を
画
す
る
。
そ
こ
に
は
、
従
来
に
も
増
し
て
記
念
碑
と

い
う
形
式
に
お
け
る
建
築
と
彫
刻
の
有
機
的
な
繋
が
り
が
意
識
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
〈
死
の
塔
〉
と
〈
文
化
炎
上
碑
〉
で
は
建
築
と
彫

刻
の
融
合
を
目
指
す
方
向
性
が
明
確
に
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
は
共
に
好
評
を
博
し
、
今
和
次
郎
も
「
懸
賞
出
品
の
日
名
子
氏
の

紀
念
碑
で
は
彫
刻
家
の
建
築
的
努
力
を
忠
実
に
勉
め
て
ゐ
る
の
を
見

せ
ら
れ
た
。
建
築
家
以
外
の
人
々
の
建
築
芸
術
へ
の
接
近
と
し
て
感

謝
し
て
を
か
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
評
価
し
た
(Sl
)
。
な
お
、
日
名
子
は

〈文
化
炎
上
碑
〉
に
よ
り
「
大
震
災
記
念
営
造
物
創
案
懸
賞
」
を
受

賞
し
た
。
懸
賞
競
技
の
プ
ラ
イ
ズ
カ
ソ
プ
受
賞
者
は
日
名
子
を
含

め
、
西
村
時
好
〈
復
興
計
画
図
〉
、
岡
本
肇
〈
共
同
住
宅
〉
ら
計
三

名
で
あ
っ
た
。

一
方
、
齋
藤
素
巌
は
と
い
え
ば
、
や
は
り
日
名
子
と
前
後
し
て
興

味
深
い

作
品
を
残
し
て
い
る
。
〈
墓
〉
（
図

28)
と
題
さ
れ
た
こ
の
作

品
は
一

九
二
三
（
大
正
―
二
）
年
五
月
に
開
催
さ
れ
た
第
二
回
東
台

彫
塑
会
展
出
品
作
で
あ
る
。
作
品
の
背
景
に
樹
木
が
見
ら
れ
る
の

は
、
同
展
が
竹
之
台
陳
列
館
の
他
、
野
外
で
の
展
示
を
行
っ
た
た
め

で
あ
る
。
本
作
品
か
ら
感
得
で
き
る
の
は
、
明
ら
か
な
建
築
へ
の
指

向
で
あ
る
。
素
巌
が
活
動
の
基
盤
と
し
て
い
た
帝
展
及
び
東
台
彫
塑

会
へ
の
出
品
作
を
通
観
し
て
み
る
と
、
今
回
の
よ
う
に
記
念
碑
に
類

し
、
且
つ
建
築
的
な
作
品
は
見
ら
れ
な
い
。
同
展
が
平
和
博
の
翌
年

で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
本
作
品
は

「
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
的
方
面
」

の
開
拓
が
具
体
的
な
か
た
ち
で
提
示
さ
れ
た
―
つ
の
例
と
見
な
す
こ

と
が
で
き
る
。
素
巌
と
日
名
子
が
ほ
ほ
同
時
期
に
記
念
碑
と
い
う
形

式
に
お
い
て
同
様
の
探
究
を
行
っ
て
い
た
こ
と
は
、
「
構
造
社
」
結

成
に
繋
が
る
活
動
と
し
て
重
要
な
意
味
を
も
つ

。

そ
し
て
、
一
九
二
五
（
大
正

一
四
）
年
に
大
き
な
転
機
が
訪
れ

る
。
同
年
七
月

一
七
日
、
東
台
彫
塑
会
が
解
骸
声
明
を
発
表
し
た
。

総
会
員
数
が
四
四
名
を
数
え
、
彫
刻
界
の
主
流
派
と
目
さ
れ
て
い
た

団
体
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
同
会
の
解
散
は
波
紋
を
呼
ん
だ
。
同
会
の

中
心
作
家
で
あ
っ
た
素
巌
と
日
名
子
は
、
今
回
の
事
態
を
契
機
に
朝

倉
の
も
と
を
離
れ
る
こ
と
に
な
る
。

更
に
、
同
年
の
―
一
月
、
素
巌
は

『中
央
美
術
』
誌
上
に
「
帝
国

美
術
院
当
局
者
に
寄
す
」

と
題
し
た
帝
展
批
判
文
を
発
表
し

た
(52)
。
素
巌
は

一
九

一
七
（
大
正
六
）
年
の
文
展
初
入
選
以
降
、
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官
展
作
家
の
仲
間
入
り
を
し
て
い
た
が
、
一
九
二
三
（
大
正
―
二
）

年
か
ら
は
委
員
と
し
て
帝
展
彫
刻
部
に
深
く
関
与
し
て
い
た
。
そ
の

よ
う
な
立
場
か
ら
派
閥
間
に
お
け
る
主
導
権
争
い
に
始
終
す
る
帝
展

の
在
り
よ
う
を
批
判
し
た
こ
と
は
帝
展
か
ら
の
離
脱
を
表
明
し
た
に

苺
し
い
。

こ
の
よ
う
な
動
き
を
布
石
と
し
て
、
翌

i

九
二
六
（
大
正

一
五）

年
九
月

二
四
日
、
彫
刻
の
研
究
と
発
表
を
目
的
と
す
る
「
構
造
社
」

が
発
足
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
当
時
で
は
珍
し
い
在
野
彫
刻
団
体
の

誕
生
で
あ
る
。
当
初
、
会
員
は
素
巌
と
日
名
子
の

二
名
の
み
で
あ

っ

た
が
、
そ
の
後
同
会
の
主
旨
に
賛
同
し
た
濱
田
三
郎

(-
八
九
ニ
ー

一
九
七

三）

、
中
牟
田

i-i，
ぼ
郎

(-
八
九

ニ
ー

一
九
一―

iO
)、
消
水
三

重
三
(
-
八
九

＿i
-
I
-
九
六
二
）
ら
が
会
員
に
加
わ
っ
た
。
そ
し
て

翌
年
九
月
、
客
員
と
し
て
腸
咸
二
を
迎
え
第
一
回
構
造
社
彫
塑
展
を

東
京
府
美
術
館
で
開
催
す
る
こ
と
に
な
る
。
「
構
造
社
L

の
本
格
的

な
活
動
が
は
じ
ま

っ
た
。

以
上
、
平
和
博
を
出
発
点
と
し
て
「
構
造
社
」
が
結
成
さ
れ
る
ま

で
の
足
取
り
を
見
て
き
た
。
そ
の
過
程
で
は
、
建
築
に
接
近
す
る
こ

お
わ
り
に

と
で
彫
刻
の
新
た
な
可
能
性
を
探
究
し
、
ま
た
、
そ
れ
を
広
く
社
会

の
中
で
実
用
化
す
る
と
い
う
対
社
会
的
な
意
識
が
醗
成
さ
れ
て
い
っ

た
様
子
を
確
認
で
き
た
よ
う
に
思
う
。
と
り
わ
け
、
平
和
博
以
後
に
開

催
さ
れ
た
東
台
彫
塑
会
展
及
び
帝
都
復
興
創
案
展
で
は
、
そ
の
方
向
性

が
具
体
的
な
作
品
と
な
っ
て
明
示
さ
れ
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

大
正
期
後
半
に
は
、
都
市
化
の
進
展
、
そ
れ
に
伴
う
大
衆
の
出
現

な
ど
近
代
を
画
す
る
現
象
が
生
じ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
社
会
状
況

の
変
化
に
刺
激
を
受
け
て
、

美
術
界
て
は
昭
和
へ
と
繋
が
っ
て
行
く

様
々
な
動
き
が
胎
動
し
て
い
た
。
「
構
造
社
L

も
例
外
で
は
な
い

。

前
述
し
た
よ
う
に
、
「
構
造
社
L

が
本
格
的
な
活
動
を
開
始
す
る
の

は
昭
和
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
従
来
の
研
究

で
は
彼
ら
の
活
動
の
最
盛
期
に
あ
た
る
昭
和
初
年
の
動
向
を
中
心
に

語
ら
れ
て
き
た
傾
き
が
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
構
造
社
」
の

結
成
が
前
述
し
た
よ
う
な
大
正
期
後
半
の
流
れ
と
密
接
な
関
係
を

持
っ
て
い
た
と
す
れ
は
、

今
後
の
研
究
に
あ
た

っ
て
は
同
会
結
成
以

前
の
展
開
も
視
野
に
入
れ
て
、
更
に
検
討
を
続
け
る
必
要
性
が
あ
る

だ
ろ
う
。

ま
た
、
本
稿
で
は
専
ら
「
構
造
社
」
と
の
関
連
性
か
ら
て
は
あ
る

が
、
平
和
博
や
バ
ラ
ソ
ク
装
飾
、
帝
都
復
興
創
案
展
な
ど
、
震
災
を

は
さ
ん
だ

l

時
期
の
、
特
色
あ
る
活
動
を
通
観
し
て
き
た
が
、
そ
れ
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1

)

r
世
界
美
術
全
集
』
第
三
五
巻
平
凡
社

九
頁
。 註

一九一―

-
0年

＼
 

-

J

 

ら
を
彫
刻
史
の
立
場
か
ら
見
た
と
き
、
今
だ
未
整
理
な
問
題
が
多
い

こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。

例
え
ば
、
都
市
空
間
に
お
け
る
彫
刻
の
在
り
方
に
つ
い
て
多
面
的

な
考
察
の
必
要
性
が
唱
え
ら
れ
て
い
る
昨
今
の
状
況
を
考
慮
す
れ

ば
、
「
構
造
社
」
を
含
め
、
当
時
ア
ト
リ
エ
か
ら
屋
外
へ
と
進
出
し

て
行
っ
た
彫
刻
家
の
活
動
及
び
そ
の
作
品
に
つ

い
て
の
検
証
は
今
日

的
な
諜
題
と
し
て
重
要
性
を
帝
び
て
く
る
。

加
え
て
、
海
外
作
家
の
受
容
の
問
題
も
同
様
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で

は
、
ロ
ダ
ン
や
プ
ー
ル
デ
ル
、
マ
イ
ヨ
ー
ル
と
い
っ
た
フ
ラ
ン
ス
近

代
彫
刻
家
の
影
響
を
中
心
と
し
て
語
ら
れ
て
き
た
が
、
本
稿
で
触
れ

た
メ
ス
ト
ロ
ヴ
ィ
ッ
チ
な
ど
、
そ
の
他
の
海
外
作
家
の
紹
介
が
大
正

か
ら
昭
和
に
か
け
て
の
彫
刻
の
展
開
に
少
な
か
ら
ず
関
与
し
て
い
た

こ
と
は
意
外
に
知
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
問
題
に
関
し
て
の
調
査
、

研
究
も
今
後
の
課
題
と
な
る
だ
ろ
う
。
以
上
の
点
を
踏
ま
え
て
、
更

に
研
究
を
深
め
て
行
き
た
い
。

(
2
)

前
掲
註

(
l
)
参
照
。

(
3
)

『
昭
和
の
文
化
遺
産
』
第
五
巻
彫
刻

―
1
0頁。

(

4

)

r

昭
和
の
美
術
』
第
一
巻
毎
日
新
聞
社

頁。

(
5
3
)

伊
豆
井
秀
一
「
協
咸
二
と

r
構
造
社
』
」
r
埼
玉
県
立
近
代
美
術
館
紀

要
J

第
二
号
一
九
九
五
年
。

(
6
)

齋
藤
素
殺

「
平
和
栂
の
彫
刻
を
評
す
〔
上
〕
」
『
読
売
新
聞』

一
九―

ーニ

年
三
月
一

＿六
日
七
而
゜

(
7
)

齋
藤
素
巌
r
平
和
博
の
彫
刻
を
評
す
〔
下
）
L

r

読
売
新
聞』

一
九
ニ
ニ

年
三
月
二
八
日
七
面
。

(
8
)

平
和
記
念
東
京
他
党
会
の
建
築
に
つ
い
て
詳
細
に
検
証
し
た
論
考
の
一

つ
と
し
て
長
谷
川
瑳

r
神
殿
か
獄
舎
か
」
（
相
模
咆
房

一
九
七
二
年

五
六
ー
五
九
頁
）
が
あ
る
。

(

9

)

r

東
京
大
正
栂
覧
会
事
務
報
告
』
上
巻
東
京
府
厖

l

九
一
六
年

＿
―
-
六
頁
。

(
1

0

)

r

平
和
記
念
東
京
栂
覧
会
事
務
報
告
』
上
巻
東
京
府
厖

i

九
二
四

年
三
頁
。

(
lJ
)

蔵
田
周
忠

r
近
代
建
築
史
」
相
模
悲
房

一
九
六
五
年
一
九
0
頁。

ま
た
、
エ
営
課
駿
員
に
関
し
て
の
詳
細
は

r
平
和
記
念
束
京
匝
党
会
事
務

報
告
」
下
巻
の
五
九
ニ
ー
五
九
四
頁
を
参
照
。

(
1
2
)
r
平
和
記
念
東
京
博
＂
丸
会
写
真
帖
」
東
京
博
苑
会
写
真
帖
発
行
所

一
九
九

0
年

ぎ
ょ
う
せ
い

―
二
四

一
九
九
一
年
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八
巻
五

九

二

二

年

ご

―
|

i

三
頁
。

（
認
）
伊
東
忠
太
「
平
和
記
念
東
京
博
覧
会
の
彫
刻
」

r
中
央
美
術
』

号
一
九
二
二
年
五
月
四
頁
。

(
H
)
J
.
M

・
オ
ル
プ
リ
ノ
ヒ
の
成
婚
記
念
搭
と
堀
口
捨
己
の
池
塔
の
頬
似

性
に
つ
い
て
は
長
谷
川
発
氏
が
指
摘
し
て
い
る
（
前
掲
註

7
)
。
ま
た
、

藤
島
亥
治
郎
氏
は
堀
口
を
含
め
当
時
の
建
築
家
の
多
く
が
オ
ル
プ
リ
ノ
ヒ

の
作
品
に
影
響
を
受
け
た
こ
と
を
証
言
し
て
い
る
（
佐
々
木
宏
『
近
代
建

築
の
目
撃
者
』
新
建
築
社
一
九
七
七
年
一
八
四
頁
）

。
堀
口
は
平
和

博
の
翌
年

i

九
二
三
（
大
jl
―
二
）
年
か
ら
お
よ
そ
＿
年
間
渡
欧
し
て
お

り
、
そ
の
間
に
ダ
ル
ム
シ
ュ
タ
ノ
ト
に
も
訪
れ
て
い
る
。
そ
の
印
象
を

語
っ
た
談
話
で
は
当
貼
の
傾
倒
ぶ
り
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
（
佐
々
木
宏

『
近
代
建
築
の
目
膀
者
』
祈
建
築
社
一
九
七
七
年

二
四
ー
ニ
八

頁）
。

(15)

建
築
家
の
中
村
鎖
は
「
第
二
会
場
で
最
も
注
意
を
惹
く
も
の
で
且
つ
最

も
優
れ
た
も
の
は
動
力
機
械
館
で
あ
ら
う
。
屋
根
は
総
て
楕
円
形
の
板
の

小
屋
組
が
組
ま
れ
て
何
処
か
ら
か
壁
と
も
屋
根
と
も
見
分
け
の
つ
か
ぬ
様

な
形
に
な
っ
て
居
る
。
家
の
形
も
色
も
可
成
に
人
に
奇
異
の
感
を
抱
か
せ

る
で
あ
ら
う
。
こ
の
板
で
小
屋
を
組
む
事
な
ど
は
日
本
で
は
珍
し
い
事
と

し
て
も
決
し
て
驚
く
可
き
も
の
で
は
な
い
が
、
た
た
拇
覧
会
な
ど
を
機
会

に
怨
う
し
た
変
っ
た
方
法
を
大
胆
に
行
っ
て
見
る
処
に
樽
質
会
ら
し
い
意

味
を
持
つ
。
そ
の
上
其
の
形
態
が
近
代
建
築
家
中
の
構
造
的
創
作
に
突
進

し
て
居
る

一
派
の
人
迄
に
依
つ
て
な
さ
れ
つ
つ
あ
る
構
造
的
合
理
を
基
礎

と
す
る
美
の
創
造
と
云
ふ
行
方
の
も
の
で
あ
る
（
中
略
）
自
然
形
態
を
模

せ
ず
、
人
類
の
知
識
の
集
積
た
る
構
造
形
態
の
上
に
美
の
創
造
を
な
さ
ん

と
す
る
建
築
意
匠
の
上
か
ら
は
充
分
注
意
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
述

べ
て
い
る
（
中
村
鎖
「
平
和
博
の
建
築
意
匠
と
装
飾
」
『
中
央
美
術
』
八

巻
五
号

i

九
二
二
年
五
月
五
五
頁
）
。
ま
た
、
長
谷
川
鹿
氏
は
こ
の

作
品
を
大
正
期
に
お
け
る
日
本
の
表
現
派
建
築
の
代
表
作
と
位
僧
づ
け
て

い
る
（
前
掲
註

8
)
。

(16)

『
東
京
府
史
行
政
篇
』
第
三
巻

東

京

府

一
九―

i

i

五

年

七

i

ニ

頁
。

(17)

前
掲
註
(

1

2

)

-

i

-

i

頁。

(18)

前
掲
註

(10)

―
i
O
四
頁
。

(19)

前
掲
註

(10)

一
四
三
ー

i

四
四
頁
。
作
品
タ
イ
ト
ル
は
『
平
和
記
念

東
京
博
覧
会
事
務
報
告
』
に
従
っ
た
。

(20)

新
海
竹
太
郎
「
平
和
博
建
築
装
飾
の
彫
刻
」
『
中
央
美
術
J

八
巻
五
号

i

九―

-i一
年
五
月
六

0
頁。

(21)

中
村
鎖
「
平
和
博
の
建
築
意
匠
と
装
飾
」

『・
中
央
美
術
』
八
巻
五
号

一
九
二

i

i

年

五

月

五

三

負

。

(22)

野
田
俊
彦
「
平
相
記
念
東
京
博
覧
会
建
築
物
漫
評
」

『中
央
美
術
』
八

巻
五
号
一
九
二
二
年
五
月
四
三
頁
。

(
2
3
)叫
路
壇
「
平
和
悼
の
彫
刻
の
評
」

i
•中
央
美
術
』

八
巻
五
号

一
九
ニ

ー
ー

年
五
月
一
五
四
頁
。

(24)

前
掲
許

(
7
)
参
昭
。
イ
ヴ
ァ
ン

・
メ
ス
ト
ロ
ヴ
ィ
ノ
チ
(
-
八
八
三
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一
九
三
二
年
九
月

二
l

|

-

―

ー
一
九
六
二
）
は
ク
ロ
ア
チ
ア
出
身
の
彫
刻
家
で
、
セ
セ
ッ
シ

m
ン
の
影

嬰
下
に
単
純
な
形
態
と
情
熱
的
な
表
現
を
も
つ
ス
ラ
プ
民
族
独
自
の
様
式

を
確
立
し
た
。
建
築
家
と
し
て
も
活
躍
し
た
メ
ス
ト
ロ
ヴ
ィ
ソ
チ
の
名
声

は
日
本
に
ま
で
波
及
し
、
そ
の
影
櫻
を
指
摘
で
き
る
作
例
は
大
正
、
昭
和

を
通
じ
て
し
ば
し
ば
見
受
け
ら
れ
る
。
メ
ス
ト
ロ
ヴ
ィ
ソ
チ
に
つ
い
て
は

前
掲
註

(
5
)

に
あ
る
伊
豆
井
秀
一
氏
の
論
文
に
詳
し
い
。

(25)

堀
口
捨
己
「
第
二
会
場
の
建
築
に
就
て
」
『
中
央
美
術
』
八
巻
百
号

一
九
二
二
年
五
月
三
六
頁
。

(26)

前
掲
註

(
7
)
参

照

。

．

(27)

前
掲
註

(21)

五
七
頁
。

(28)

『
東
京
百
年
史
』
第
四
巻
東
京
都

一
九
七
二
年
八
六
ニ
ー
八
七

三
頁
。

(

2

9

)

r
美
術
新
報
』
一
四
巻
九
号
一
九
一
五
年
七
月
。

(30)

黒
田
鵬
心
「
東
京
市
の
紀
念
像
に
就
い
て
」
『
・美
術
新
報
」

号
一
九
一
六
年
ニ
一
月
―

一
ー
一
四
頁
。

(31)

前
掲
註

(21)
五
四
頁
。

(32)

前
掲
註

(30)
参
照
。

(33)

前
掲
註

(
6
)
参
照
。

(34)

蔵
田
周
忠

r

ロ
ダ
ン
以
後
」
中
央
美
術
社
一
九
二
六
年

二
頁
。

(35)

前
掲
註

(
5
)
参
照
。

(36)

「
バ
ラ
ノ
ク
が
沢
山
出
来
た
」
『
東
京
日
日
新
聞
』

一
六
巻

一
四
日
二
面
。

(37)

万
十
殿
利
治

r
大
正
期
新
興
美
術
運
動
の
研
究
＇
』
改
訂
版

ア
一
九
九
八
年
二
九
ニ
ー
三

0
0頁。

(38)

齋
藤
素
巌
、
日
名
子
実
三
「
仮
装
の
銀
座
と
浅
草
(
-
)
」

r
読
売
新

聞
』
一
九
二
四
年
三
月
四
日
七
面
、
「
同
（
二
）
」
一
九
二
四
年
三
月
万

日
七
面
、
「
同
（
三
）
」
一
九
二
四
年
三
月
六
日
七
面
、
「
同
（
四
）
」

一
九
二
四
年
三
月
七
日
七
面
、
「
同
（
五
）
」
一
九
二
四
年
三
月
八
日

七
面
、
「
同
（
六
）
」
一
九
二
四
年
ーニ
月

―
-13

七
而
、
「
同
（
七
）
」
一

九
二
四
年
三
月
―
二
日
七
而
゜

(39)

齊
藤
素
巌
、
日
名
子
実
三
「
仮
装
の
銀
座
と
浅
草
(
-
)
」

r
読
売
新

聞
』
一
九
二
四
年
三
月
四
日
七
而
゜

(40)

藤
森
照
信
「
今
和
次
郎
と
バ
ラ
ソ
ク
装
飾
社

1

捏
災
復
興
期
の
建

築
ー
」
『
カ
ラ
ム
」
（
新
日
本
製
鉄
）
八
八
号
一
九
八
＿
二
年
六
二

頁。

(41)

日
名
子
実
三
「
紺
屋
の
白
袴
」
『
建
築
新
潮
』
五
巻
六
号
一
九
二
四

年
六
月
四
ー
六
頁
。

(42)

前
掲
註

(37)
参
照
。

(43)

「
国
民
美
術
協
会
会
務
報
告
」

r
国
民
美
術
」
一
巻
一
号
一
九
二
三

年
―
二
月
ニ
ニ
頁
。

(44)

今
和
次
郎
「
建
築
創
案
展
に
就
い
て
」
『
国
民
美
術
』
一
巻
一
号
一

九
二
三
年
―
二
月
二

0
頁。

(45)

「
国
民
美
術
協
会
主
催
帝
都
復
興
創
案
展
覧
会
規
定
」

r
国
民
美
術
」

ス
カ
イ
ド



一
巻
三
号
一
九
二
四
年
三
月
一
六
頁
。

(
日
間
)
「
帝
都
復
興
創
案
展
」
『
国
民
新
聞
』
一
九
二
四
年
四
月
一
七
日

街。

(
幻
)
「
け
ふ
蓋
開
け
の
復
興
草
案
展
覧
会
」
『
東
京
朝
日
新
聞
』

年
四
月
二
二
百
五
師
。

(
必
)
「
帝
都
復
興
創
案
展
」
『
万
朝
報
』

-
2
1
0
 

百

(
特
)

一
九
二
四
年
四
月
一
五
日

中
保
精
一
郎
「
帝
都
復
興
創
案
展
に
就
き
」
『
国
民
美
術
』

一
九
二
四
年
五
月
一
頁
。

(ω)
小
倉
右
一
郎
「
復
興
展
所
感
」
『
国
民
美
術
』
一
巻
五
号

年
五
月
七
頁
。

(
日
)
今
和
次
郎
「
建
築
創
案
展
覧
会
の
感
想
」
『
中
央
美
術
』

号
一
九
二
四
年
六
月
一
七
三
頁
。

(
臼
)
蔚
藤
素
巌
「
帝
国
美
術
院
当
局
者
に
寄
す
」
『
中
央
美
術
』

一
号
一
九
二
五
年
一
一
月
一
五
五
1

二
ハ
一
頁
。

王l.

一
九
二
凶

一
巻
五
号

九

四

一
O
巻
六

巻

〈
付
記
〉

本
稿
執
筆
に
関
わ
る
調
査
に
あ
た

っ
て
、
陽
成
二
の
御
遺
族
、
佐
久
間
雅
哉

氏
を
は
じ
め
、
以
下
の
方
々
に
御
教
一
不
と
御
協
力
を
賜
り
ま
し
た
。
記
し
て
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
青
木
茂
氏
、
伊
豆
井
秀
一
氏
、
演
崎
礼
二
氏
、
宇
都
{
呂
美

a
可
d
h

ロ口
。

引
利
点
列
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IZl1 平和記念東京博覧会会場全国 1922年 (f博覧都市 江戸東京」江戸東京歴史財団 1993年所収)

13J 2 JJill口捻己〈池塔>1922年(r平和記念東京博覧会事務報告J 上巻 東京府腐 1924年所収)
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図3 沼口捨己(機被館・動力館)1922iF (r平和記念東京博覧会事務報告」上巻 東京府綴 192Ll年所
l民)

I1又)
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図6 大正東京博覧会第一会場正門 1914年 (r博覧都市 江戸東京』江戸東京歴史財団 1993王手所収)

図 7 東京勧業博覧会第一会場正門 J907年 (r博覧都市 江戸東京』江戸東京歴史財団 1993年所収)

1~8 
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国10 堀i長二
1922年
東京博覧会写真rÞ~Î発行所

間12 国方林三〈女神像) :i]Z手n館正面(左)
1922年 (f平和記念東京1
東京博覧会写真鮎発行所

医19 t語E差二〈潟:対11象 o恵比寿)).iH'1 (お)
1922年(f平和記念東京i
東京博覧会写真‘i始発行所

図11 ~!方林三〈女干!Ilf象〉平和館正面(右)
1922年 u平和記念東京博覧会写真Ipむ
東京博覧会写真fpti発行所 1922年所)1又)



l頚J4 浅川伯教〈天使像)第一会場l療水 J922ij三(r平和記念

東京博覧会:fn冬帖」東京博覧会写真中占発行所 1 922if:所

J!x.) 

74 

図15 1'm;J林三(章子群像〉 坊!進二 (7)(禽〉第三会場噴水 ] 9221手 (r平和記念:東京博覧会写真中6J来
:.iて博覧会写真帖発行所 1922ij'.所収)
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図l6 朝倉丈夫による際婦像 1922年 (r平和記念東京博覧会事務報告」上巻 東京Jtf腐 1924:1手所J!x.)

図L7 長谷川栄作による等身}刑事1 機械館内部

1922年(長谷川発句I!I~かj談会かJ 相椴書
房 1972年所J[又)
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図19 美術館彫刻室 1922年 (r平和記念東京博覧会事務報告」上巻 東京府藤 1924年所収)

図20 i野藤素民主〈早春)1922年 (r平和記念東京博覧会美術鉛出品図録J 美術工芸会 1922年所収)



77 

図22 荻烏安二(鏡> 1922年 (r平和記念東京

博覧会美術銀出品図録」美術工芸会

1922年所収)

図21 路成二〈無>1922年(r平和記念東京問

覧会美術館出品図録』美術工芸会 1922 
年所収)

図23 第四回檎遣社展の一部 1930年 (fアトリエJ 1930'年10月号掲載)
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図24 第五回構造社炭の一部 J93Jir (f美之l翠 J931年JOH号掲載)

図25 第六回構造刻展の一部 19321jミ (t美術新論J 1932年10月号掲載)



79 

図27 El名子実三〈文化炎上僻) 1924if 図26 日名子笑三(死の接) 192'¥年(!'国民美術Tj1924if 5月
((C!'lヲと美術.; 192μド6月号掲載) 号i~)i絞)

図28 J，野藤禁綴〈募) 1923年(i美術月幸&.1 1923年6月号tLj紋)
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